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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー




　フルネームは、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー。

　実はキサラは、この長ったらしい名前が大だい嫌きらいであったりする。

　特にビクトリーというファーストネームが、嫌いやだった。まるで宇宙暦以前の平板ＳＦアニメキャラみたいではないか。しかも、自分は女の子だというのにである。それも、一応でもなければ平凡でもない。自分で言うと語ご弊へいもあろうが、少なくとも容よう姿しに関しては非凡な少女だと我ながら思う。いや、自惚うぬぼれでなく事実そうなのだ。

　その自分の名前として、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーなんてまるで相応ふさわしくないとキサラは思うわけだ。

　さらに本ほん音ねを言えば、キサラというミドルネームは、ほんのちょっとだけ気に入っている。だから自分で名乗る時も、他人に呼ばせる時も『キサラ』だけを好んだ。

　いちばん問題なのはその下の、ファミリーネーム、ウエキ・タイラーである。

　ほとんどの大人は、わけても年配の人は、キサラがフルネームを名乗ると、

「ああ、あなたが、あの……」

　と、一様に納なつ得とくしてしまい、彼女に対する対応まで変わる。そして、そこで思考まで止めてしまう。

「銀河を救ったタイラー大統領の、お嬢じようさん」

　何が嫌いと言って、キサラはこの判で捺おしたような大人たちの対応ほど嫌なものは、宇宙になかった。自分が評価されている訳ではない。ただ、偉大過すぎる──実の娘であるキサラには、とてもそうは見えないのだが──父親の業ぎよう績せきが評ひよう価かされているだけなのだ。そして、キサラ個人に対する興味も、そこで終わってしまう。

　せっかく美人で、しかもＩＱ一八〇に生まれた意味がないと、キサラはいつも思うのだ。

　彼女にとって父親は乗り越えるべき、しかもちょっとやそっとでは乗り越えられそうもない、大きな壁かべであった。物心ついた時から、常にそうだった。

　さらに問題なのは、キサラにとって、その乗り越えるべき偉大な父親と、いつも家でゴロゴロしている貧相な中年男が、どうしても＝（イコール）で結び付かないことだった。本当にこの情けない男が、かつて銀河を、颱たい宙ちゆうジェーンの脅きよう威いから救ったのだろうか。常に冷徹な目で克こく明めいに彼を観察しているキサラには、とても信じられない。

『あの粗大ゴミが、どうやったら英雄になるんだろう？』

　と、いつも思う。

『あの、グータラでＣ調で、無責任な親父が……』

　しかし、父親である。幸いにして容姿に関しては、キサラは父親の形質遺伝子をあまり、いや、ほとんど貰もらわなかったようだ。容姿に関しては母親似だと誰からも言われるし、実際自分でもそう思う。今もそうだが若い頃の母は、それは美人である。３Ｄ写真のアルバムにも、それは残っている。しかも惑星連合宇宙軍随ずい一いちの才さい媛えんだ。キサラには、この母親は誇ほこらしい。

　許せないのは、そこからだ。

　キサラを見て、

「ほう、若い頃のお母さんに、そっくりですなあ……」

　と目を見張る大人たちのほとんどが、その台詞セリフに続けて、

「だがしかし、性格と運の強さは、お父さん似のようだ」

　と、これまた紋切型に言うことであった。

　そのたびにキサラは、

『似ていない！』

　と、声を大にして叫びたくなるのであった。

『あたしは父さんに、少しも似てなんかいない!!　あんな漢おとこに──！』

　たとえ、生まれて初めて何気なく買った宝たから籤くじで百万ギガタイラス当たっても（そう言えば、銀河に流通している最高額の通貨が父親の若い頃の肖しよう像ぞう画がであるというのも、キサラにはいまだに信じられない）、テストの山カンが常に当たって、努力というものをしない割には成績はいつもトップクラスでも、十代半ばにして一大派は閥ばつを築きずいていたとしても、とても自分が父親に似ているとは思えない。その一言はキサラにとって、まさしく最高の『侮ぶ辱じよく』であった。

「あたしは、あたしよ！」

　とキサラは言う。

「ジャスティ・ウエキ・タイラーの娘なんかじゃない、あたしは、キサラ……。ビクトリーなんてダサい名前も嫌やだ！」

「ビクトリーっていう名前を、嫌わないで、キサラ」

　と、母親のユリコは、そんなキサラに事あるたびに言って聞かせるのであった。

「ビクトリーという名前はね、キサラ、あなたが生まれた時に、お父さまが一いつ生しよう懸けん命めい考えて、つけて下さったのよ」

「一生懸命考えて、この程度なわけ？」

　と、キサラが反撃すれば、

「そ、それはまあ、そうだけど……」

　と、ユリコはひきつった笑顔で汗をかきながら、

「気持ちよ、気持ち」

　と言う。

「それに、おまえが生まれた時、地球はちょっとしたピンチでね。アシュランの陰謀でラアルゴン帝国との決戦に艦隊司令官として臨のぞんでいたお父さまが、勝利を祈願して、つけられた名前。だからビクトリーなのよ。そう考えれば、いい名前でしょ」

「全然」

　と、取り付く島もないキサラ。

「あたしには、そんなの関係ないわ。それに、もうちょっとなんとかね……。ママが、咄とつ嗟さの機転でキサラっていうもうひとつの名前を考えてくれなかったらと思うと、ぞっとするわ。ビクトリーなんて呼ばれていたかと思うと、死にたくなる」

「そこまで言う……」

　と、ユリコは顔で笑っていた。

「でも、ああ見えて、お父さまは、昔はそれはカッコよかったのよ」

「信じられないなあ……」

「ママも時々、信じられなくなるけど、それでも若い頃は確かに、一瞬カッコよく見える時もあったの」

「ママはそれで、騙だまされたのね」

「そうよ」

　と、惑星連合宇宙大佐、ユリコ・タイラー（旧姓スター）は、胸を張って言った。

「いつもいつも、騙されたの。ママだけじゃない。銀河中、みんなパパには騙されてきたの。騙され続けて、死ぬまで騙して貰えるのよ。素敵じゃないかしら？」

「理解できない……」

「そうね。でも、みんなそれを望んでいるの。だからキサラ、きっといつか、おまえもその気持ちがわかる時が来るわ」

「そうならないことを、祈ってる」

　と歯に衣きぬ着せぬキサラ。

「ママの相手に、パパは似つかわしくないわ」

　と、娘に言われてはおしまいであろう。

「ママはもうちょっと、シャンとした男ひ性とと結婚すべきだったのよ。例えば……そう、ヤマモトのおじさまとか──」

「そうすればよかったかなって、思った時もあったわ」

「だったらそうして欲しかったな、あたしのためにも……。こう言っちゃなんだけど、ママと、ヤマモト元帥のところのシアおばさまと逆だったら、それぞれお似合いのカップルだったと思うな……」

「やっぱりキサラは、パパの子ね」

　と、ユリコは笑う。四十歳を過ぎて、これだけ笑顔の魅み力りよく的てきな女性も珍しい。

「そんなことが言えるなんて、パパの子以外には考えられないわ」

「そうかなあ……」

　傷付いたと言わんばかりのキサラ。

「ま、言われてみればそれぞれが、今の相手に落ち着いたればこそ、あたしはヤマモト家のシゲチヨに、ちょっかいも出せるんだけどね……」

　ヤマモト家の長男シゲチヨは、キサラの乾こ分ぶんと言っても過言ではない。親子二代に渡って、タイラー家の下げ僕ぼくという可か哀わい相そうな立場に甘あまんじている。

「あんまり苛いじめるんじゃありませんよ。あんなに真ま面じ目めなよい子を──」

「そう思うんだけど、あのおどおどとした顔を見ているだけで無性に苛めたくなるのよ。わかる？」

「わかるけど……」

　人間の持って生まれる運の量は、つくづく親に似るらしい。タイラー家とヤマモト家の長男長女は、それぞれその典型であった。おそらくシゲチヨは生しよう涯がい、キサラに対して頭が上がらないに違いない。

「シゲチヨも、惑星連合宇宙軍の、幼年学校に進むらしいよ」

「まあ、あの家はね」

　と、苦笑するユリコ。

「生まれた時から軍人になることが、決まっているようなものだから……」

「シゲチヨでもなれる軍人かあ……。意外にチョロイ世界かもね」

『パパも昔、そう考えたのよ』

　とは、敢あえてユリコは言わなかった。

「ところでキサラは、ジュニアハイスクールを卒業したら、どうするの？」

「決まっているでしょ」

　と、キサラ。

「士官学校女子部に志願するのよ」

「まあ、嬉うれしい」

　とユリコ。

「ママと同じ道を、進んでくれるのね」

「そんなんじゃないわ」

　とキサラ。

「シゲチヨは幼年学校に進んで、それであたしから逃げられると思っているらしいの。甘いって、思い知らせてやるんだ」

　と、サディスティックな表か情おで言う。

「あ、あなたって娘こは……」

　我が子ながら、恐ろしい。

「あたしは一生、シゲチヨにまとわりついてやるの」

「可哀相に……」

「冗じよう談だんよ、冗談」

　普通は出て来ない冗談である。

「でも、軍人になることは、ずっと前から決めていたんだ」

「そんなに甘いものじゃないのよ」

「パパを見ていると、そうは思えないわ」

　とキサラ。

「あんな人でも、元帥になれちゃう世界なのよ。ならない手はないわ」

「そ、それはごもっとも……」

　どうもタイラーに対しては圧倒的な強さを誇るユリコでも、キサラに対しては分ぶが悪いようだ。

「実はもう志願書も、提出しちゃってたりして……」

「そ、そう……」

　ユリコにはもう、返す言葉もない。

「じゃ、好きにすれば」

　そう言うのが精一杯であった。

『あなたがどこまでパパに迫れるか、見ていてあげる……』




　志願者名簿の中にビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーの名を見付けた惑星連合宇宙軍士官学校では、その父親を知る教官たちが一瞬パニックに陥おちいった。無理もない。

「あのタイラーの娘が来るらしい」

　という噂うわさは、一日にして軍内に知れ渡った。

　拒こばむ術すべも、理由もなかった。

　こうして士官学校生、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーが誕生した。

　時に宇宙暦７０１９年のことであった。

　それから、さらに一年余──

　キサラの名は恐怖の『暗黒太陽小町』として、宇宙軍内に轟とどろき渡っていた……。










　第一章　練習巡じゆん洋よう艦かん『熱あつ田た』




　本当は静せい寂じやくであるらしいのだが、この手の話では静寂であったためしがない漆しつ黒こくの宇宙空間──。

　航海実習の訓練生たちは、舷げん窓そうから見える何の変わり映えもない光景に退屈しきっていた。

　ＮＣＣ─Ｔ２８５。惑星連合宇宙軍所属、練習巡洋艦『熱田』。

　一応巡洋艦という名は付いているが、実際には民間船に毛の生えた程度の装備と性能しかない。鈍どん速そくで、装甲は皆かい無む、武装も貧ひん弱じやくであった。そもそも訓練生がフェーザー砲ほうや光こう子し魚ぎよ雷らいの操作に慣かん熟じゆくするための最低限の兵装しか備えてはいない。最新型の駆く逐ちく艦かんと舳へさきを並べて撃ち合えば、五分足らずで勝敗は決する。もちろん『熱田』の完敗である。

　ただ、親善航海にも使えるように考こう慮りよされた艦ふね故ゆえ、内装は多少豪ごう華かで、見み栄ばえもする。各種生活設備や、居住性も悪くはない。また、どの宇宙港に入港しても惑星連合宇宙軍の練習艦として恥はずかしくないだけの外観は設計時から考慮されており、内容の割には見栄えのする艦影であった。塗と装そうは宇宙空間に映える白。その上から適度な装そう飾しよくと、パールカラーに輝くコーティングが施ほどこされており、外がい殻かくの素材にも最高級のものが吟ぎん味みされていた。大きさを無視し、シルエットだけを見れば一見一時代前の戦艦と見み紛まごうばかりのシルエット、というか、わざとそう見えるように考慮されているのだった。『熱田』の図面を引いた設計担当者は、おそらく中身よりも見てくれだけを重視するように艦政本部から申し渡されたに違いない。そして、その意図は見事に達成されていた。『熱田』の非公式なニックネームは『小さな貴婦人』、その名の通り、彼女はすこぶるつきのトランジスタ・グラマーであった。闘うための艦ではなく、見られることを第一に重視した艦なのである。

　士官学校女子部・第百八十八期生で今年二年次のビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーの持ち場は、この『熱田』の左さ舷げん三番フェーザー砲塔であった。

「退たい屈くつねえ……」

　と、マスミ・シマヅが言った。同期生の中でもキサラとは特に仲がいい。彼女と一緒に犯おかした門限破りは数えきれない。当然、仲よく懲ちよう罰ばつも喰くらった。言ってみれば『悪友』である。

「何ど処こまで行っても星また星……。これほど退屈な場所とは思わなかったな」

　と、キサラほどではないが美少女のマスミが、ため息をつきながらしみじみ言う。

「ホント、いやんなるくらい退屈だわ」

　と、すかさず相あい槌づちを打ったのはやはり同期のエリザ・クリムバッハ。祖父も父も、代々惑星連合宇宙軍の職業軍人という家系である。金髪と、そばかすがトレードマークだ。

「いっそ、敵でも来ないかなあ……」

　と、イリナ・ラザロワが言った。東とう欧おう系の愛らしい少女だ。ジュニアハイスクールまでは体操の選手だったというだけあって、体を動かすことにかけては卓たく抜ばつしている。同時に悪知恵にも長たけていた。彼女がいなければ実行不可能だった門限突破も数知れない。キサラ、マスミ、エリザ、イリナ。この四人で一班である。第四十二班。教官たちの間では俗ぞくに『問題児四人組』班とも呼ばれている。

「どこに敵がいるのよ？」

　と、キサラがイリナを見た。

「もう人類の敵は、宇宙のどこにもいやしないのよ」

「そうね」

　と頷うなずくエリザ。

「あなたのパパが、全部片付けちゃったものね」

「エリザ！」

　と睨にらむキサラ。

「パパはパパ。あたしはあたし！　今度それを言ったら、絶交よ!!」

「はは……冗談」

　こういう時のキサラは、本気である。偉大な（？）父親と比較されることを、何よりも嫌っていた。

「そ～よ、キサラはキサラだもんね」

　とマスミが言った。

「あたしは、そんなキサラが好きよ。もと大統領閣下の御ご令れい嬢じようだって、関係ないもんね」

「マスミ！」

「はいはい……。もう言わないよ」

「でも、どこかで戦争でも起きれば……」

　と赤茶色の髪の毛を手早く束ねながらイリナが呟く。

「戦争が起きたら起きたで、大変なのよ」

　とエリザ。

「まだしもこの退屈が恋しくなるんだ」

「聞いた風なことを、言うじゃないのよ」

　とイリナ。

「そう、パパの受け売り」

　エリザの父親クリムバッハ提督は、現役の惑星連合宇宙軍少将である。

「でも、ついでに申せばね、宇宙には極きよく端たんな退屈と、極端な緊張、この二つだけで中間はないんですって」

「真実味があるわね」

　とマスミ。

「そのことを実感しなくて、済むといいわね。戦争に較べたら、まだしもこの退屈の方がましよ」

「ちょっと」

　と、嚙かみ付いたのは他ならぬキサラであった。

「あんたたちそれでも軍人？」

「より正確には、軍人の卵」

「同じこと」

　とキサラ。

「宇宙に平へい穏おんを求めて士官学校の門を敲たたいたわけじゃないでしょう？」

「そうだけど……」

「いい」

　と、両手を腰に当て、居丈高な態度でキサラは言った。

「仮にも人間に生まれて、しかも水準以上の美少女としてこの宇宙に生を受けて、ただ平穏な一生に身を委ゆだねるつもり？　御ご免めんだわ、あたしはそんなの」

「またキサラの訓示が始まった」

　とマスミ。一年ちょっとの付き合いで、彼女の性格はほぼ見切っている。

　口にこそ出さないが、

『こうして見ると、やっぱりタイラー元大統領の、娘だなあ……』

　と思わずにはおれない。

『容姿は抜ばつ群ぐん、頭脳もまあ明めい晰せき。だけど性格が、グジャグジャなのよね。この性格は、間違いなく父親譲ゆずりだわ』

　マスミ自身は、ジャスティ・ウエキ・タイラーという人物を直接知っているわけではない。しかし、巷こう間かんに流布する様々な神話や伝説を彼女なりに整理し取しゆ捨しや選せん択たくして、さらにその娘であるキサラを直接目の当たりにすることによって、ほぼその等身大の実像は類るい推すいできると思っている。少なくともこのキサラの父親なら、伝説通りに、

「凄すごい」

　人物だったというのは本当だろう。

　というのは、常識外はずれと自他共に認めるマスミの目から見てさえ、キサラは充分に普通ではないからだ。いや、その普通でなさも尋じん常じようではない。

　そうでもなければ、この問題児ばかり集めた第四十二班の班長は務まるまい。

　言ってみれば第四十二班は惑星連合宇宙軍女子部・第百八十八期のゴミタメみたいなものだ。問題児ばかりを押し込めてある。しかし、偶然とは言え、容姿が水準以上なのも事実であった。

　たまの休暇を四人で連れだって歩いていると、男の子に声をかけられること夥おびただしい。また、最初のころは男子部の生徒たちからも積極的にアプローチされたものだ。

　もちろんそれらの男どもは悉ことごとく、彼女たちの『毒牙』にかかった。

　それに関しては、ほんの一例を上げれば充分であろう。

　大胆不敵にも、男子禁制である士官学校の女子寮に不ふ法ほう侵しん入にゆうを試こころみた生徒たちがいた。所謂いわゆる『夜よ這ばい』である。

　翌朝──

　全裸に剝むかれ、猿ぐつわを嚙かまされ、全身に落書きをされた男子生徒三名が、士官学校の校庭、それも朝礼台のところに晒さらし物になっていた。

　言うまでもなく、キサラたち第四十二班の仕業である。

　まる一晩さんざん『慰なぐさみもの』にされた男子生徒三名は、それから間もなく、こそこそと退学していった。完璧なまでの女性不信に陥った彼らのその後は、推おして知るべしであろう。

　もちろんキサラたちは教官たちからたっぷりとお説教を頂ちよう戴だいしたが、馬の耳に念仏であった。そして、それ以上は何のお咎とがめもなかった。非は不法に女子寮に潜入した男子生徒たちの側にある。もっともである。それから誰も、第四十二班にちょっかいを出さなくなった。それどころか、とびきりの美少女四人組を遠くから見るだけで、避さけて通るのである。無理もない。

　むろん、率先してやったのはキサラであった。こういう場合のキサラの行動力というのは、ちょっと凄すさまじいものがある。マスミは見ていて戦せん慄りつすら覚えたほどだ。

　ところで──

　キサラが在学当時の士官学校女子部の校長というのが、あのキョンファ・キム大佐であった。

　かつて母のユリコと並んで、惑星連合宇宙軍女性士官ウエーブの双そう璧へきと並び称された才さい媛えんである。それどころか往おう年ねんの父の直属の部下であり、母とは親友と呼んでも差さし支つかえのない間柄であった。キサラも幼い頃、抱いてもらったことがあるという。彼女もまたユリコ同様、歳を取っても容色の衰えない女ひ性とであった。しかも、常に女性士官として第一線の職場を渡り歩いてきた者の貫かん禄ろくがある。さすがのキサラもキム校長の前では位負けして、少しはしおらしく見えるから不思議であった。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー」

　と、その事件当初、彼女を呼び出した校長は彼女を前にして言った。すべてを見通すかのような冷徹な瞳ひとみを前にすると、いつもの調子が出ないキサラである。なにしろ両親の代からすべてを知っている相手だけに、対処のしようがないのだ。

「多くは言いません。今のあなたには、一言いえば充分でしょうからね。あなたは父親にそっくりです、キサラ」

　正直、これがキサラにはどんな説教よりも、体罰よりもこたえたのである。

　父親をよく知っているキム校長の言葉だけに、キサラは反はん駁ばくできなかった。

「あなたのやったことは決して褒ほめられませんね。しかし、その意気や大いによろしい」

「やり過ぎたでしょうか？　キムおばさま」

「校長と呼びなさい」
















「校長」

「やりすぎです。しかし、これで女子寮に突撃を敢かん行こうしようという愚おろか者は、少しは減るでしょうね」

「よかった……」

　と、キサラは安あん堵どした。

「自分のしたことは、間違いではなかったんですね」

「方向性はね」

　と、ため息をつきながらキムは言った。母より一歳年下のはずだが、その母よりも心なしか老ふけて見えた。

「ただ、品性には少々問題があります」

「でしょうか？」

「あの部分にまで落書きをしたのは、行き過ぎでしたね」

「そうですか？」

　とキサラは首を捻ひねった。

「あたしは、いえ、自分は……彼らの品性に相応ふさわしい罰を与えてやったと、ただそれだけなのですが」

「もうよろしい」

　と、キム校長は軽く手を振ってキサラの声を遮さえぎった。

「あなたと話していると、錯覚に陥おちいるのです。あなたではなく、その向こうにいるもう一人の誰かと話しているようなね。正直、とても疲れます……」

「わかりました」

　キサラはうなだれた。

「自分は……やはり父の子だったのですね」

「私から見ればね」

　とキム。

「あなたは若い頃のユリコ・スターにそっくり……。でも、それは外見だけ。中身はおぞましいあなたの父親にそっくりです」

「そうですか……」

「ええ」

『私の、最初の婚約者を殺した男の娘』

　とは、さすがのキムも言わなかった。

　しかしキサラの落胆ぶりには、目を覆おおうほどのものがあった。彼女にとって、

「父親そっくり」

　とか、

「父親似」

　と言うことは、最大級の侮辱なのであった。

　他の相手になら、それを言われても怒って否定することもできる。しかし、キムに言われると、そうなのかなと思ってしまう。納なつ得とくするしかないから、落ち込んでしまうのだ。

「自分は、自分らしく、振る舞っているだけなのですが……」

「わかっています」

　とキムは言った。

「ですが、あなたがあなたらしく振る舞えば振る舞うほど、どうしようもなくあなたの中にいるジャスティ・ウエキ・タイラーが出て来てしまうのです」

「自分はどうすればよいのでしょう？」

　とキサラはキムに尋たずねた。

「どうすれば、いいのですか？　教えてください、キム校長」

「どうしようもありませんね」

　と、首を振ってキムは言った。

「どうしようも……。ただ、あなたはあなたらしく、あなたのままに振る舞えばよろしい。その結果、タイラーが出て来てもそれはそれ、何とかなるでしょう。それしかありません」

　まるで無責任だわと、自分で言いながらキムは思った。まるでジャスティ・ウエキ・タイラーが乗り移ったかのようだ。

「わかりました」

　キサラは頷うなずいた。

　その日からキサラは、自分が父親似と言われることで、悩まなくなった。

　悩むことを、やめたのである。




　そのキョンファ・キム大佐はまた、練習巡洋艦『熱田』の艦長でもあった。

　現在練習航海中の『熱田』には、艦長以下、女性士官と女性下士官、それに女子部の士官学校生だけが乗り組んでいる。

　ちょっと想像するだけでも、恐ろしい世界である。

「動く女子寮ね」

　とマスミが言った。

「動く大奥かも」

　とエリザが言った。

「それは正確な表現じゃないわね」

　イリナが訂正する。

「大奥と言うからには、一人だけは男性が要るのよ」

「なるほど……」

「ちょっとイリナ」

　とキサラが尋ねる。

「あなた、何を書いているの」

　てっきり手紙かと思っていたが、そうではないらしい。ワープロに向かい、イリナは指を走らせる。

「小説よ」

　とイリナ。

「小説？」

「ええ。艦内回覧コピー誌に、載せるの」

「どうせまた、やおいネタよ」

　と、マスミがキサラに囁ささやいた。いちおう軍とはいえ女性だけの秘密の花園であるから、そういうこともあり得る。

「あほらし」

　と、キサラは一笑に付した。

「何が哀かなしゅうて宇宙にまで来て、やおい同人誌創つくらにゃあかんの」

「人間って、結局宇宙に出ても、することは変わらないのよ」

　とイリナが反論する。

「だって、人間ですものね」

「そうやって、同じ過ちを何度でも繰り返すのよねえ……」

　と、エリザが感かん慨がい深げに言った。

「戦争しかり、同人誌しかり……」

「愚行よね」

　とマスミ。

「ちょっとぉ！」

　イリナが口をとがらせた。

「同人と戦争を、同じレベルで語らないでよ!!」

「逆でしょ、逆！」

　どちらがより崇すう高こうで、どちらがより愚かかは、人によって違う。

「退屈を紛まぎらわす手段としては、戦争よりも同人誌創りの方が、優れているかもね。コストパフォーマンス的には……」

　とマスミが言った。

「どっちも根本的解決にはならないわ」

　とキサラ。正論である。

「発想が後ろ向きなのよね」

「じゃあ何か、前向きな解決策があるの？」

　とイリナ。

「他にもっといい状況打破の方法が無いからこそ、人は戦争を繰り返し、同人誌を創り続けるのよ！」

「何か、論点がずれているような……」

「気にしない気にしない」

「した方がいいと思う……」

「本物のオトコが一人でもいれば、いたぶることによってこの閉へい塞そく的状況を打破できるのに……」

「キサラ……」

　他の三人が冷汗をかきながら、ひきつった笑顔でキサラを見た。

「戦争よりは、いいと思うけど……」

「ひとつだけ、言えることがあると思うな」

　エリザが金髪を梳すき上げながら言った。

「女に戦争を任まかせちゃ、いけないってことね。男よりも容よう赦しやがない分、戦場はより悲ひ惨さんなことになるわ」

「それって、正しくないと思う」

　イリナが反論した。

「より正確にはね、女性は男性と違って、戦争という状況に慣なれてないの。だから、限度というものを知らないだけだと思うわ。訓練し、経験を積むことによって、男性と対等以上の指揮官になれると思うの」

「そうかなあ……」

　いまひとつ、自分も含めて女性というものを、マスミは信頼してはいない。

「どちらが正しいか、確かめるにはあまりにも危険が大き過ぎるわ」

「それが立証されるような状況に、ならないことを祈いのるのみよ」

「同感」

「でも、戦争起きないかなあ……」

「ええ」

　結局、そこに落ち着く。そんな悠ゆう長ちようなことが言えるのも、人間はどんな戦争や大災害が起こっても自分だけは死なないと思っているからだ。その気持ちは、誰の胸の中にもある。自分だけは特別だろうと。だが、不幸にしてそれが錯覚であることを知らない人間も、多すぎるのである。

　軍人である以上、一度は実際の戦争を肌はだ身みで体験してみたいと思う。不幸にして平和な時代に生まれてしまった軍人ほど、その傾向が強い。

　キサラたちの世代はあの熾し烈れつを極めた対ラアルゴン戦争も、アシュラン戦役も、ジェーンの脅きよう威いですらも、父親たちの思い出話やメディアによってしか知らない世代である。だからそんな混乱の時代に対する『憧あこがれ』もあれば『負おい目』もある。不幸な共通体験がないという贅ぜい沢たくな『不幸』を背負って生まれて来た。だからこの世代がどう転ぶかによって次の世代も決まる。しかし、どう転ぶか見当もつかないのが、正直なところだ。それは上の世代はもちろん、彼（女）ら自身にも定かではない。戦争の怖さを知らないわけではないのだが、『痛み』として実感できないので、漠ばく然ぜんとした恐怖よりも興味や好奇心が往々にして勝ってしまうのだ。ひとえにそれが問題であった。

「けっこう楽しく、戦ってたらしいからね」

　というのが、生き残った父親世代の自じ慢まん噺ばなしばかりを聞かされて育った彼女たちには共通していた。うまくやって生き残ったからこそ、彼女たちも生まれた理屈だ。しかし、再び戦争が起これば、彼女たちもまた生き残れるという保証はどこにもない。

　しかし、

「キサラなら、何とかなるんじゃないの」

　というのが、マスミたち三人に共通する見解でもあった。

「絶対生き残れるわよ。なにしろキサラは──」

　と、そこから先は言わない約束である。

「まあ、キサラを見ていると、あなたの側そばにいれば何とか生き残れるんじゃないかと思うわ」

「そうよ。何といってもキサラは強運の持主だからね」

「わからないわよ」

　とキサラは冗談半分に言う。

「その運は、側にいる者の運を吸い取る類たぐいのものかも知れなくてよ。ひょっとして、いざとなればあなたたちを弾よけ替りにするかも……」

「それだって、構わないわ」

　と、イリナは言う。

「少なくとも、退屈だけはしないで済むでしょうからね」

　そう思えばこそ、みんなキサラと一緒にいてくれる。口ではうまく言えないが、側にいるだけで何となく安心できるのだ。寄らば大樹の陰。そういう一面が確かにこの十七歳の少女にはある。

　そういう面でも、確かにキサラはその父親の体質を、それもかなり濃厚に受け継いではいた。

『まあ、なんとかなるか……』

　と、キサラは思う。

『あんな親父に似ていると言われるのは癪しやくだけど、確かにあの人は、どんなことでもなんとかしてきたんだし……』

　そのあたりのアバウトな一面というか、思考停止的な考え方は、まぎれもなくジャスティ・ウエキ・タイラーの娘であると言えよう。

「まあ戦争でも起こった日には、ド～ンとあたしに、任せなさい!!」

　と何度となくキサラは、豪語してきたのである。

「それにしても、退屈だなあ……」

　と、マスミが呟く。

「次の寄港地までは？」

「地球標準時間であと六日」

　うんざりするような声でエリザが言った。

「半はん舷げん上陸もなしよ。ま、補給だけが目的の、何もない辺境惑星だけどね」

「あ～あ、若くてハンサムなオトコしかいない、常夏の惑星にでも寄りたいなあ……」

「だったら何で、士官学校になんか志願したのよ」

「ポスターに、釣つられて……」

　とマスミ。確かにポスターのモデルは、美男子だった。しかしそれはもちろん、露ろ骨こつな『餌えさ』である。実際に入隊してみれば軍には、ロクな男がいない。

「あたしの場合は、代々軍人だったからね。ごく普通に、それしかないと思ってきたし……」

　とエリザ。

「洗脳の結果ね」

　とキサラはミもフタもないことを言う。

「あたしは、体操より燃えられそうなことが、少しはこの世にあるかなと思って」

　とはイリナの弁だ。

「それに、体操じゃ惑星オリンピックで金メダル取ったって、お金にはならないもんね」

「キサラは？」

　と、マスミが尋ねた。

「何となく……」

　とキサラ。

「でも、そうね。強いてあげるなら、あんな漢おとこでも頂点極められる世界なら、あたしの美び貌ぼうと才能があれば、チョロイもんかなと思って……」

「ノーマークならね」

　とイリナ。

「怒らないでよ、キサラ。確かにあなたのパパは、ノーマークだったの。だからこそ運もあったけど、あそこまで出世できたと思うの。だけどキサラ、あなたは大変よ。入学した時から、タイラー提督の娘って、しっかりマークされてるわ」

「かもね」

　とキサラ。

「でも、あたしはやってやるんだ」

「それはさておき──」

　と、エリザはまたしても蒸むし返した。

「どこかにいいオトコ、いないかしら……」

「いないわよ。そんなもの……」

　とキサラ。

「少なくとも、どこにでも転がっているなんて考える方が、甘いわ」

「キサラは、余裕よね」

　とエリザ。

「なんで？」

「だって──」

　羨せん望ぼうのまなざしを向け、エリザは言った。

「万が一のキープに、シゲチヨくんがいるものね」

「よしてよ!!」

　キサラは一瞬、ムキになって反論した。

「あんなの、頭数にも入ってないわ！」

「あら、なんで？」

　と不思議そうに言ったのは、イリナである。

「結構いいじゃない、彼……」

「どこが!?」

「だって、けっこうナヨッとしててハンサムだし、軍人の家系だから折り目正しいし……」

「よしてよ。マニュアル通りにしか動けないリモコンくんなんだから……」

「それがまた、いいのよ」

　とイリナ。

「そうよ。それに確かに、ハンサムではあるわ」

　両親の顔のパーツは、どちらに転んでも悪くない。

「ラアルゴンの血が混じってるってのもいいわよね。要するにハーフでしょ、彼」

「それは確かに……言われてみればそうだけどね」

　キサラはそのことを殊こと更さらに意識したことはなかった。

「ハーフとは思えないほど線も細いしね。バタ臭くさくないところもいいわ。大昔の地球の言葉で言えば、ジャニーズ系っていうんでしょ、ああいうの」

「そうよ。彼がキープくんなんて、贅沢だぞキサラ」

「何なら、あたしが貰もらってあげてもいいわよ」

　みんなしてシゲチヨ・ヤマモトを私物化している。

「駄目よ！」

　とキサラ。

「あ～ら、どうせキープ以下なんでしょ」

「そうだけど……」

　とキサラ。

「シゲチヨは、ずっと小さい頃からあたしだけの、玩具オモチヤだもん……」

　偽いつわらざる本音であった。

「シゲチヨくん、また休暇のとき面会室に遊びに来ないかなあ……」

　マスミが言った。

「無理よ」

　とイリナ。

「四人でさんざん、いたぶったじゃないの。まともな神経の持主なら、二度とは来ないわよ」

「ところが──」

　と、キサラが言った。

「まともな神経の持主じゃないんだな、あれが。ああ見えて……」

「そうなの？」

「十何年の付き合いよ」

　とキサラ。

「あいつのことは、何から何まで知っているわ。あいつの家族以上に……」

「シゲ坊は一生キサラにつきまとわれるのかあ……」

　エリザがしみじみ言った。

「あたしなら、人生降りちゃうんだろな」

「あの若さでそのうち、神経洗浄しちゃったりして……」

「もうやってるわよ」

　とキサラ。

「本当に、あいつのことは、何から何まで知ってるんだ。秘密もなにもありゃしない。だからつまんないのかな……」




「生徒たちは、だいぶ退屈しているようね」

　と、『熱田』艦長のキム大佐が言った。

「特に、第四十二班の悪わ女るどもはね」

「はい艦長」

　と、副長のヨリンダ・チョウ中佐が頷く。階級は下だがキム艦長より十二歳も年上で、職務には極めて熱心だが融ゆう通ずうはまるで利きかない。言わば『熱田』の煙けむたいお局つぼねさまである。若い女生徒に『軍人精神』を注入するのが自分の使命であると心得、またそれが趣しゆ味みでもあるという困ったおばさんだ。口の悪さにかけては定評のあるキサラなど、

「軍国ばばあ」

　と広言して憚はばからない。

「この航海に倦うんで、ダレきっておるようですね」

「まあ、それもあとしばらくでしょう」

　とキム艦長は言った。

「何しろもうじき、『海かい賊ぞく船』がこの『熱田』を襲しゆう撃げきするのですからね……」

「なかなか面白い趣向かと存じます」

　敬礼してチョウ中佐は言った。

「予告のない、緊急事態を模もした訓練とは──。この平時に生徒たちは仰ぎよう天てんすることでしょうね」

「平時だからこそ、喝かつを入れるカンフル剤です」

　とキム艦長。結婚しても姓を変えなかったことからも、彼女の仕事にかける意気込みは感じられる。ちなみに夫であるグエン・ホー・ミンも大佐であり、こちらは現在第一線の重巡洋艦『黒くろ姫ひめ』の艦長である。夫婦が顔を合わせるのは年に数度といったところ。それでも子供はいないなりに夫婦仲はいいし、離婚の噂うわさもない。それぞれがお互いの仕事を理解し尊重している結果である。

「あと三年もして校長の任期を満了したら、それからでも子供を作ろう」

　というのが、キム大佐の口癖のようになっていた。因ちなみに、医学の発達したこの時代、人間の自然平均寿命は百歳を超える勢いだし、女性は五十代でも無理なく自然分娩が可能だ。たとえそれを過ぎても人工子宮という方法もある。現に惑星連合宇宙軍の女性士官の中には、人工子宮で子供を作り、育児も軍の託たく児じ施し設せつでという母親も多いのだ。だがキョンファ・キムはできることなら、子育てくらいは自分の手でやりたいと思っている。

『そのためにも、ここで頑張って後進を育て、悔くいのない仕事をしておかないとね……』

　もちろんユリコのように、早く作っておくという手もあったわねと、ちょっぴり後こう悔かいはしている彼女なのである。しかし、自分の仕事は誇ほこれるものだと自負している。

「生徒たちはこの仕組まれた非常事態に、どう対処するのかしらね」

「対処と呼べるだけの対応ができれば、立派なものだと思いますよ」

　チョウ中佐は皮肉を込めて言った。

「まず大半の生徒たちは、おたおたとして何もできないでしょうね」

　その対応の仕方を見て、将来の軍人としての適性を確かめようというのが、この訓練の最大の目的であった。

「第四十二班は、どういう対応を見せてくれるのでしょうね……」

　実を言うと、それが密ひそかな楽しみという、キム艦長なのである。

「日頃の威勢ほどにも、ありますまい……」

　とチョウ中佐。

「あの年頃は、口だけです」

「そうだと、簡単なのですけどね……」

「艦長は、あの連中に期待しているとでも？」

「期待というほどでは、ありません」

　キムは言った。

「ただ、人間意外なところで隠れた能力や適性というものがあります。戦争中、私はそういう例を嫌というほど見てきました」

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラーに隠れた適性があると？」

「そうは言いません。しかし、パニックの中で誰がリーダーシップを握るかによって、将来第百八十八期の出世頭も、決まってくるのではないかしら？」

「だったら、話は簡単です」

　とチョウ中佐。

「誰の目で見ても、出世頭は首席のアグネッサ・スデクです。疑いありません。彼女がリーダーシップを握ることでしょう」

「そう簡単だと、いいのですけどね」

　キムはブリッジの窓から星の大海を見た。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー……。あの暗黒太陽小町に少しは期待しても、罰は当たらないでしょうね、タイラー閣下」




　同じ頃──

　少し離れた宙域で、ちょっとした事件が起こっていた。

「偽ぎ装そう海賊船とはな……」

　宇宙に漂ただよう残ざん骸がいを見やりながら、ラアルゴン人の宇宙海賊ドクロク・ド・ラルゴはほくそ笑む。

「本家の俺たちの縄なわ張ばりで、偽にせ海賊たあ、なめた真ま似ねをしてくれるじゃねえか」

「船長、解かい析せきできやしたぜ」

　と、隻せき眼がん隻せき腕わんの副官が言った。

「あの偽装海賊船、どうやらとんでもねえ任務を帯びていやがったようで───」

「そうか」

　振り向くラルゴの髭ひげ面づらが、嗤わらう。

「でかしたぞ、セザン」

　解析した命令書を、素早く読む。

「なるほど」

　ほくそ笑むラルゴ船長。

「士官学校女子部の、『就学旅行』船か……」

「どうします？」

「馬鹿野郎！　決まってるじゃねえか!!」

　巨漢のラルゴが、肩怒らせて雷のように吼ほえる。

「襲うのよ」

「しかし相手は、軍の……」

　と尻込みするセザンを、

「それでも海賊か、この臆病者！」

　と一喝した。これで決まりだ。誰も彼には逆らえない。

「相手は練習巡洋艦だ。武装は知れてる。この『ギュローメ』の方が数倍強力よ。なにしろ旧式たあいえ、もとは歴としたラアルゴン戦艦だぜ」

「はあ……」

「それによ、相手は全員女だ」

「ですね」

「心が動かねえか？」

「それは……動きます」

「十代の士官学校生徒が、三百人も乗ってるんだ。うち半分はブスとしても、残りは若くて、そこそこの美人だ。違うか!?」
















「そういう理屈に、なりますかね」

「襲うぞ」

　とラルゴは言った。

「ばばあとブスは全員叩っ殺して、宇宙に放り出す！　残りの美女は、奴隷商人に売り飛ばせば、結構な稼かせぎだぜ。もちろん、いちばんいいところは俺たちでいただく」

「悪くありませんね」

　頷くセザン。

「さっそくやりましょう」

「敵は俺たちが、てっきり海賊を装った偽者だと油断している。そこがこっちの付け目だ。接近するのも、簡単だ」

「してみると、百年に一度の幸運ですな」

「馬鹿野郎！」

　上機嫌で、海賊ラルゴは怒鳴った。

「千年に一度の、大幸運よ!!」
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「まさか──」

　と、ブリッジの床に投げ出され、負傷した肩を押さえながらキョンファ・キムは呟つぶやいた。

「本当に、発砲してくるなんて……」

「どうやら『敵』は、正しよう真しん正しよう銘めいの海賊船のようですね」

　と、ようやくにして事態を把は握あくしたヨリンダ・チョウ中佐が唸うなる。

「艦長、お怪け我がは……？」

「私はいい」

　と、歯を食いしばってキムは言った。

「それより、生徒たちは──」

「おそらくパニックでしょう」

　とチョウ中佐。

「それも、本物の……」

「無理もない」

　と傷口を応急処置しながらキム艦長は言った。

「私でさえ、パニックなのだ。何年ぶりかのな。こんな時、タイラー艦長がいてくれたら……」

「艦長は、あなたです」

「そうだった」

「それに、タイラー提督の実の娘なら、この艦ふねにいます」

「そうだった……」

　しみじみ頷うなずくキム。

「敵が乗り込んで来ます！」

　と、オペレーターが叫ぶ。

「砲は？」

「今の一撃で、ジェネレーターをやられました!!」

　若いオペレーターは狼狽していた。大きな戦争を知らない世代だから無理もない。

「一切の武器が使用不能です！」

「戦いに慣れた連中だ」

　と、痛みをこらえてキム艦長は言った。

「本物の……海賊だな」

「どうします？」

「生徒たちには、指一本触ふれさせてなるものか！」

　キムは立ち上がり、言った。

「私が海賊船の船長と、直接交こう渉しようする」

「危険です」

「何を言うか！」

　と、キムは一いつ喝かつした。

「それが艦長の、使命なのだ」

「しかし、艦長にもしものことがあっては、我々だけでは……」

「何のための訓練だ」

　と、キムはその若いオペレーターを見た。

「今まで何のために訓練してきた、プット中尉!?」

「は、はい……」

「まあいい」

　と、キムは言った。その表情には、決意が漲みなぎる。

「予定とは少し違ったが、これはまたとない訓練になりそうだ」

「訓練と言うより、試練ですな」

　と、チョウ中佐が艦長に肩を貸す。

「お供します、艦長……」

「すまんな」

　海賊の親玉は、雲突くような大男であった。それが接せつ舷げんした海賊船から、大破した『熱あつ田た』に乗り込んで来た。

「なんだと？」

　と、報告した部下を睨にらむように見るラルゴ船長。

「この艦の艦長が、俺に会いたがっているだと!?」

「へい……」

　思わず萎い縮しゆくしてしまう、ラルゴの部下。

「ばばあには、興味はねえ」

「しかし、美人です」

「よし。三分だけ、会おう」

　とラルゴ。

「三分話して交渉がまとまらねえようなら、その場でぶった斬ぎってやるぜ」

　そう言って、腰の剣を抜く。

　チョウ中佐に寄り添われるようにして、キム艦長が現れた。足取りはおぼつかないが、言葉ははっきりしていた。それ以上に態度は毅き然ぜんとしている。

「惑星連合宇宙軍所属、練習巡洋艦『熱田』艦長、キョンファ・キム大佐だ」

「ドクロク・ド・ラルゴ」

　と、ラルゴは鷹おう揚ような態度で言った。

「ほ、確かに美人だわ……」

　この年とし増まは生かしておいてもいいなと、ラルゴは思った。

「悪いことは言わない」

　と、キムは単刀直入に切り出した。

「馬鹿なことはすぐにやめてもらいたい」

「馬鹿なことだと？」

　ラルゴの赤せき褐かつ色しよくの眉まゆが、吊つり上がった。

「ああ、馬鹿なことだ」

　とキム。

「こちらから、降こう伏ふくを勧かん告こくしたいほどだ」

「惑星連合宇宙軍の女士官ってえ人種は、頭がどうかしてるんじゃねえのか？」

　笑いながらラルゴ。

「いたって本気だ、ラルゴ船長」

「なに!?」

「生従たちに指一本でも触れてみたまえ。その瞬間に、貴様たちの未来はない！」

　美人のキムに正面から見据えられ、そう断言されてはさすがのラルゴも、

「う──」

　と、一瞬口ごもるしかない。

「惑星連合宇宙軍の全艦隊を相手にする覚悟があるか？」

「ふ……」

　すぐに自分の優位を確信したラルゴは、いつもの大胆不敵な海賊ラルゴに戻っていた。

「上等だ」

　とラルゴは言った。

「状じよう況きよう把は握あくのできねえばあさまだぜ。それほどまでに大事な生徒たちなら、惑星連合宇宙軍の艦隊がやって来ても、逆に人質として、じゅうぶん役に立つってわけだ」

「────」

「藪やぶ蛇へびだったな」

「後悔するぞ」

「航海なら、生まれた時からしてる。こちとら海賊よ」

　と、ラルゴは意気がった。

　それから、

「おい」

　と、傍かたわらの副官セザンを振ふり向いて、言った。

「このばあさんの、手当てをしてやれ。彼女も大切な人質だ。丁てい重ちようにな」




「ちょっとキサラ！」

　と、叫んだのはマスミである。

「どこ行くのよ!?」

「決まってるでしょ」

　振り向きもせずにキサラは言った。

「武器庫よ武器庫」

「武器庫!?」

「あそこには、銃はもちろん、携けい帯たい用の対戦車ミサイルランチャーだってあるわ」

「本気なの？」

　とイリナが尋ねる。

「これ以上ないくらい、本気よ！」

　と、まさに暗黒太陽小町の面めん目もく躍やく如じよであった。

「でも──」

　と、さすがに躊ちゆう躇ちよするエリザ。

「あの武器庫には、非常事態発生の場合意外絶対に立ち入ってはいけないって、教官が……」

「今が非常事態でなくて何なわけ？」

　この場合キサラはとても正しい。しかし、そこからの理屈がいかにも彼女らしく尋じん常じようではなかった。

「今は非常事態中の非常事態。言わば普段は触れない武器が大っぴらに使えるのよ。この機を逃のがす、手はないわ」

　平然と言ってのける。

「海賊連中に、同情したくなったわ……」

　とは、マスミの弁。

「で、どうする？」

　腰に手を当て、高飛車なポーズでキサラは問い詰める。確かに非常の場合であればあるほど燃える、不思議なリーダーシップが彼女にはあった。

「誰が止めても、あたしはやるわ。あたしと一緒にやるわけ、やらないわけ？」

「やる！」

　と、一も二もなく、マスミは言った。

「キサラがやるって言うんならね」

「あたしも！」

　と、イリナ。

「やれやれ、あっという間に少数派になっちゃったわ」

　肩を竦すくめて、エリザ。

「嫌ならいいのよ」

「誰が嫌だとおっしゃいました」

　とエリザ。

「もちろん、やるっきゃない!!」

　武器庫のロックを解除する暗証番号は、とっくの昔に解析してあった。その気になれば、マスミはとても優秀なハッカーなのである。

「さすがね」

　と、手頃な武器を物色しながらキサラは言った。

「ちょろいもんよ」

「これなんか、いいんじゃない？」

　と、コンパクトな無反動バズーカを構えながらエリザが言った。さすがに『熱田』は女性しか乗り込んでいないだけあって、女性兵士にも扱える武器が主体であった。

「あたしには、ちょっとね……」

　そう言ってイリナが選んだ武器はアサルトレイガン（突撃銃）である。小柄な彼女にはちょうどよい。

「キサラは──？」

　狙そ撃げき用ビームライフルを手に取り、キサラを振り向いたマスミが愕がく然ぜんとなった。

「ちょっと、なによそれ!?」

「悪い？」

「悪くはないけど……」

　キサラが選んだ武器は携帯式の原子分解砲デイスインテグレーターである。おそらくこの武器庫にある中ではもっとも危険な兵器である。まかりまちがえば海賊はおろか、『熱田』の外壁くらい破壊しかねない。そうなれば全員宇宙空間に吸い出されるという剣けん吞のんな代物だ。それをわざわざ選ぶところが、いかにもキサラであった。

「前から目をつけてたのよ」

「あんたなら、そうするんじゃないかって思ってたわ……」

　マスミは呆あきれ顔。

「相手はプロの海賊よ。これくらいじゃなきゃ、太た刀ち打ちできないわ」

　そう言って、エネルギーをチャージする。

「意外と扱いは簡単ね」

　だからこそ、恐ろしい兵器でもあるのだ。

「しゃあない……」

　頭を搔かきつつ、エリザはため息をついた。

「一度決めたことだ。こいつについていくかあ……」

　正直、退屈はしない。退屈どころの騒さわぎではなかった。

「行くよ」

　とキサラ。

　思えばこれが、暗黒太陽小町の初うい陣じんであった。

「海賊は、何人？」

「ざっと二百人は、いるかな」

　とイリナ。

「この艦に乗り込んで来てるのは、五十人くらい──」

「上等じゃん」

　とキサラ。

「その程度の人数で、我が第四十二班の相手になると思うなよ。しゃらくさい！」

　キサラ本人は意識していないかも知れないが、こういう場合こそ、キサラの本性が出る。父親似ではない、さりとて母親にも似ていない（似ても似つかない？）キサラ自身の個性である。過激で凶悪で、大おお雑ざつ把ぱで楽天的で、破壊的な性格である。道で遭あったら避けて通った方がいい。

「あたしだんだん、あんたって人間が恐ろしくなってきたわ……」

　とマスミ。

「今ごろ気付いても、遅い！」

　匍ほ匐ふく前進で、海賊がいると思われるブロックに進む。

「みんな捕まってしまったのかな……」

　イリナが言った。

「そう考えた方が、自然よね」

　とキサラ。

「派手にドンパチやったら、犠ぎ牲せい者が出ないかしら？」

「こういう場合に、少々の犠牲はつきものよ。小さな事を気にしていたら、大事は成し遂とげられないわ」

「もしもし……」

「だけど安心して。他の誰が犠牲になっても、あたしは自分の次に、あんたたちを大事にするから」

「あの～」

　知れば知るほど怖こわい性格ではある。

「あ──」

　思わず叫びそうになる自分の声を、エリザは辛かろうじて押し殺した。

「海賊……」

「やりぃ」

　エアロックの前で銃を構えて立っている男を見るなり、キサラはニンマリした。

「最初の獲え物ものよ！」

　いかにも見るからに海賊であった。毛むくじゃらの腕に、蛍光色の刺青いれずみが光る。意い匠しようはどうやら、ベテルギウス産のキノボリコブラらしい。

「ら、ラアルゴン人よ」

　マスミが小声で不安そうに囁ささやく。

「ラアルゴン人がなによ」

　とキサラ。

「あたしなんか、しょっちゅうみてるわ。シゲチヨんとこのシアおばさまだって、もとはラアルゴンの女海賊だし、パパの友だちは──」

「誰だ!?」

　海賊が気付いた。レイガンの銃口を向ける。

「美人ならおとなしく出て来い！　ブスは死ね!!」

　次の瞬間──

　返事の代わりに、ビームとバズーカの砲弾が飛んで来た。轟ごう然ぜんたる爆発。

「ひょんげ～!!」

　海賊は命からがら逃げた。

「逃のがすか～！」

　原子分解砲の照準を合わせるキサラ。エリザが慌あわてて止めた。

「なんで止めるのよ？」

　不満たらたらのキサラ。

「おかげで逃げられちゃったじゃないのよ……」

「海賊は消えるけど、あたしたちも消えるのよ！」

　とエリザ。その方向には『熱田』の動力反応炉がある。

「それはうっかり、気付かなかったわ」

「そういう場合普通うっかりするか？　フツー」

「いずれにせよ、逃がしたのはまずかったわね」

　とイリナ。

「これであたしたちの所在が、敵にバレたわ」

「こうなったら──」

　とキサラ。

「ブリッジに乗り込んで、みな殺しじゃ」

「どういう発想をしてるのよ、あんた」

　マスミは頭を抱えた。

「なせば成る!!」

　ああ、つくづくこいつは、あのタイラーの娘だとマスミは思った。いや、ひょっとすると突とつ拍ぴよう子しもないことにかけては、父親以上かも──。

『やい、娘っこども！』

　と、艦内放送のスピーカーから、野や卑ひな男のだみ声が聞こえた。

『武器を捨ててとっとと降参しやがれ！』

「返事はこれよ！」

　キサラは原子分解砲のレベルを最低出力にして、撃った。スピーカーは文字通り消滅する。

「誰が、たかが海賊ごときに無条件降伏などするか。あたしを誰だと思っているの!?」

「暗黒太陽小町のキサラ……」

　イリナがボソッと言った。

「何か？」

　イリナを睨にらむキサラ。

「あ、いえ……あの、何でも……」

「そう」

　ボルトをジャキンと動かして、次の一発をチャージする。

「次は人の血を吸いたいって、こいつが言ってるわ」

「吸いたいのは、あなたでしょう？」

「何か──」

「あ、いや……」

『威い勢せいだけはいいようだな』

　と、今度は別のスピーカーから海賊の声。

『気に入ったぜ』

「あんたになんぞ、気に入られとうないわい!!」

　叫ぶキサラ。

「そっちこそ、降参するなら今のうちよ。今なら極きよつ刑けいだけは勘かん弁べんしてあげる」

『ますます気に入った。どうだ、海賊にならんか？』

「だ～れが!!」

　キサラはモニターカメラに向かって、あっかんべした。

『まあいい。だがそれ以上暴れられても困る。少しはお行儀よくしてくれないと、おじさん困っちゃうぞ』

「困れば～」

　とキサラ。

「え、海賊オジン！」

『いい度胸だ』

「シゲチヨんとこの、シアおばさまがいつも言ってた」

　キサラは心底侮ぶ蔑べつしたように、

「ごく一部の例外を除いて、海賊はバカで低能だって。何日も風呂に入らないから臭いって」

『当たりだ』

　と、声の主───宇宙海賊ラルゴは言った。

『だが、このラルゴ様は、その数少ない例外だぞ。昨夜ゆうべだってちゃんと、超音波シャワーを浴びた。三日に一度は、ちゃんと風呂にもつかるんだ』
















「だからそういうことが言いたいんじゃなくて……」

　とひきつった笑顔のマスミ。

『さあ、きれいなお手てでだっこしてやるから、おとなしく出て来な』

「いやよ！」

　断だん固こ拒きよ絶ぜつするキサラであった。

『そうか』

　と、ラルゴの声が俄にわかに凄すご味みを帯びてきた。さすがにプロの宇宙海賊である。

『だったら、それなりの対応を考えんとな……』

「どうする気」

『さて、どうするかな……』

　と、ほくそ笑むラルゴ。

『お転てん婆ばお嬢ちゃんは、校長先生は好きかな？』

「まさか……」

　キサラの頰ほおから、すっと音を立てて血の気が引いた。

「キム校長を……」

『はい正解。そのまさかさ』

　とラルゴ。

『それ以上盾たて突くと美人の年増が一人、この宇宙から消えることになるぞ。年増だが、美人だ……』

「卑ひ怯きような……」

『海賊は卑怯なほど、大物でね』

『ちょっと……』

　いきなりスピーカーに、聞き慣れた声が割り込んできた。

『さっきから聞いていればなにが、年増年増と！』

「校長先生!!」

　思わず叫んだのは、エリザである。

『違うのか？』

　とラルゴの声。

『せめて中ちゆう年どし増まと、訂てい正せいしなさい』

『なんだ大おお年どし増ま』

「やめて！」

　意外にも、キサラは原子分解砲を捨て、両手を組んで懇こん願がんした。

「お願い！　校長先生だけには、指一本触れないで!!」

『ほう』

　と、感心したようにラルゴがつぶやく。

『意外に殊しゆ勝しようじゃねえか……。それほどまでにこの大年増の校長先生が、大切か？』

「大切よ!!」

　とキサラは言った。

「キムおばさまは……校長先生は、ママの大親友なの。もしものことがあったら、ママが悲しむわ。あたしは、ママが悲しむのなんか見たくない！」

『キサラ……』

　とキム。

「それに、あたしだってちょっとは悲しい！」

『それを聞くと、ますますこの校長先生の命が欲しくなった』

　と、冷徹な声でラルゴ。

「やめて!!」

　と、真顔で叫ぶキサラ。

「お願いだから……。校長先生以外ならまとめて拷ごう問もんしても、解かい剖ぼうしてもいいから、キム校長だけは……やめて……」

「あの～」

「もしもし……」

　ひきつる三人娘。キサラだけは敵に回してはいけないと改あらためて痛感させられた。

　好きも嫌いも、思い切り極端でその中間というものがない娘、それがキサラであった。

『校長先生を拷問し、解剖したくなった』

　とラルゴ。彼もひきつっている。側で両者のやり取りを聞いていた他の教官や生徒たちはもっとひきつった。

『だが、その殊勝な……そうでもねえか……奇特な心掛けに免めんじて、おまえが降参するのなら許してやろう』

「いいわ」

　とキサラ。

「降参する」

「ちょ、ちょっとキサラ……」

「冗談でしょ!?」

　あまりの劇的な態度の急変に、マスミ、エリザ、イリナの三人はうろたえた。

「冗談って言ってよ」

「冗談じゃないわ」

　とキサラ。

「あたしってば、こういうところって淡たん白ぱくというか、妙みように諦あきらめがいいのよね」

「ちっともよくないわ」

　とイリナ。

「そうよ、徹てつ底てい抗こう戦せんよ！」

　エリザが言った。

「ね、キサラ」

「おだまり！」

　とキサラは一喝した。

「あたしが降伏すると、決めたんだ」

　こうと決めたら、梃てこでも動かないキサラである。

「わかったわ……」

　それを知っている三人も、おとなしくそれぞれの武器を捨てた。釈しやく然ぜんとしないものもあるが、キサラ抜きでこの叛乱が成功するとも思えない。

「いい子だ」

　と、宇宙海賊ドクロク・ド・ラルゴは目を細めて嗤わらった。

「士官学校の生徒にしておくには、惜おしい」




「なんだと!?」

　惑星連合宇宙軍に所属する軍艦、それも士官学校の女生徒を乗せた練習艦が海賊に拿だ捕ほされたという報告は、惑星ブルネイにある司令部にも届き、高官たちを狼ろう狽ばいさせた。これといって事件もない平穏な時期であっただけに、そのニュースは彼らをして対応に右往左往させるに充分だったのである。

　わけても青せい天てんの霹へき靂れきであったのは、惑星連合宇宙軍最高司令長官その人であった。

　時の司令長官、姓をフジ、名をイサムと言う。そう、あのタイラー提督の腰こし巾ぎん着ちやく、もとい、一の乾こ分ぶんであったイサム・フジである。彼もいまや三十男だが、それでも着任した時の年齢は歴代の司令長官の中では最年少であった。

「キサラちゃんが……いや、タイラー提督のお嬢さんも、『熱田』に乗り込んでいたと言うのだな」

「はい」

　と、若い男性秘書官が答えた。

「照会しました。間違いありません」

「噓うそであって欲しい……」

　と、この頃必要以上に若く見られないようにと、鼻の下に似合いもしない髭ひげをたくわえ始めたフジ司令長官は言った。

「特別な思い入れがあるのですか？」

　と、秘書官が尋ねた。

「あるとも！」

　とイサム・フジ。

「アシュラン戦役の時、自分は、タイラー夫妻から直々に、キサラちゃんのおしめの取換え任務を賜たまわったことがあるんだ。そのキサラちゃんに、もしものことがあったら……。タイラー提督に合わせる顔がない！」

　当時、イサムは一介の士官学校生徒で、紅顔の美少年であった。あの頃のすべてが懐なつかしい。イサムにとっては、人生の絶頂であったと言ってもいい。あれ以上に輝いている時代はなかった。これからも考えにくい。タイラー提督が、軍を退いた今となっては──。

「海賊は、教官と生徒たちの命と引き替えに、身代金を要求しています」

　イサムの心中など知るべくもない秘書官は、冷めた声で報告した。

「いかほどだ？」

　とイサム。

「驚くなかれ、五十垓がいギガタイラスです」

「五十垓……」

「いかに何でも、法外ですな」

　その金額にいかほどの意味があるのか考えもしない秘書官は憤いきどおりを露あらわにしていた。人質を取ったことにではない、その身代金の額が、高すぎることに対して、である。

「これは新型の宇宙戦艦で、優に一個艦隊（十六隻）を揃えられる程の額です」

　平時で、予算を削減された今の惑星連合宇宙軍にとっては、六年分の予算にも相当する額である。アラビア数字で、

　５、０００、０００、０００、０００、０００、０００、０００ギガタイラス

　と書けば、少しはその額も具体性を帯びるであろうか……。

「とても払えませんよ。連中は一体、何を考えているのでしょうか？」

「いや」

　と、イサムは言った。

「払おう」

「ちょ、長官……」

　てきめんにうろたえる秘書官。

「正気ですか!?」

「いたって正気だ」

　と、イサムは真顔で言った。

「人の命に較べたら、安いものだと思わんかね？」

「しかし、その百万分の一の額でも、我々は喜んで人を殺すでしょう」

「もういい」

　と、イサムは憮ぶ然ぜんとして言った。

「下がりたまえ。君の顔は、見たくない……」

「どこにそんな大金が？」

　と、ドアを閉めながら彼は尋ねた。おそらく彼には一生、命の値打ちなどわかるまい。

「私のポケットマネーで払う！」

　言葉を叩きつけるようにして、追い払った。

　やおら、デスクの上の立体テレビ電話を取り上げる。

　司令長官専用の、さる惑星との直通回線であった。

「僕だ」

　とイサムは、相手が出る間ももどかしく、言った。

『イサム!!』

　立体モニターに現れた、ふくよかな美女は、それが映像であることも忘れて、目の前のイサムに抱き付き、キスしようとした。

『その顔、見たかったぞ！』

　男性のような口調で話す。しかし愛らしい。どこに出しても誇れる、イサムの恋女房である。彼女も三十歳を過ぎて、なおその愛らしさはいささかも衰えない。

「やあ、アザリン」

　と、イサムは無理して作った笑顔で言った。

「僕もだよ。子供たちは、元気かい？」

『ノボルが、立ったぞ』

　と、ラアルゴン自治領名誉皇帝、アザリンことルッチナ一世は言った。かつてのゴザ十六世である。

「うん。僕もビデオで見た」

　とイサムは目を細めて言った。しかしその表情はすぐに曇くもる。

『何かあったのか？』

　と、さすがにアザリンも気付いて、

『申してみよ』

　と曰のたまわった。

「実は、ちょっと困ったことになってね……」

　と、イサムは状況を手短に説明して、

「悪いけど、惑星をひとつ売り払って、至急お金を作ってはくれないかい？」

　と言った。

『是非もない』

　と、アザリンは頷いた。

『ちょうど、惑星ワンパあたりをリゾート用に、再開発したいと思うておったところじゃ。子供たちに残してやりたいとも思うておったが……』

「すまない」

　とイサム。

『謝あやまることはない』

　微笑んでアザリンは言った。今でもその笑顔のためなら、

「死ねる」

　とイサムは胸を張って言える。

『朕ちんは喜んで、そうするのじゃ』

「そうだね」

　とイサム。

「キサラのためだ」

『そうじゃとも。朕にとっては我が子も同然』

　と、アザリンは頷きを返した。

『誰あろう、パコパコの子じゃ』










　第三章　愛は宇宙を救う？




「父さん！」

　と、シゲチヨ・ヤマモトは惑星連合宇宙軍元帥の制服を着た父親を艦隊司令部の廊ろう下かで捕まえ、頰ほおを紅こう潮ちようさせながら叫ぶように言った。

「僕も連れて行ってよ」

「シゲチヨ……」

　マコト・ヤマモト元げん帥すいは、しばらく見ないうちに逞たくましくなった息子の姿に一瞬目を細めたかのようであった。しかし、次の瞬間にはもう、彼は軍人の表情になっている。

「駄だ目めだ」

「どうして!?」

　とシゲチヨ。

「キサラが……」

「気持ちはわかる」

　とヤマモト元帥は言った。

「しかし、これは任務なのだ。おまえの任務は、立派な軍人になることだろう。違うか、シゲチヨ？」

「そうだよ」

　と、母親譲ゆずりの赤みがかったしなやかな髪かみを揺ゆらして、今年十五歳のシゲチヨは言った。

「父さんのような……。でも、今はキサラの方が大切だ」

「その気持ちだけは、大切にしなさい」

　と、静かに微笑んでヤマモトは言った。

「キサラはおまえにとって、またとない……その……」

　友だちと言おうとして、元帥は思わず口ごもった。彼の知る限りにおいても、両者の関係はとてもそうは思えなかったからだ。少なくとも、対等とは呼べない。

「親分だよ」

　とシゲチヨは躊ちゆう躇ちよなく言った。

「とても大切な、親分なんだよ！」

「その大切な親分のことは、父さんに任まかせるんだ」

　かつての上司ジャスティ・ウエキ・タイラーとの、ほろ苦い経験を反はん芻すうするかのように、ヤマモトは言った。まさか、我が子までがタイラーの一人娘に手玉に取られようとは──

「おまえは幼年学校に、戻りなさい」

「でも……」

「戻るんだ」

　と、今度は厳きびしく、ヤマモトは言った。

「はい、父さん……」

　シゲチヨは聞分けのいい子であった。性格は明らかに父親似だ。だからこそキサラの餌え食じきにもなる。

「わかりました……」

「キサラは必ず助ける」

　ひょっとして助けない方が、自分の息子の将来のためかなと、一瞬真剣に思いながらも、ヤマモトは言った。

「私が、海賊との人質交渉に当たる以上は、必ず、責任を持って……」

「本当？」

「今まで父さんが、噓をついたり、おまえとの約束を破ったりしたことがあったかい？」

　子供の頃、確かに約束したギャラクシーマスクの変身セットを買ってくれなかったじゃないか……とシゲチヨは思ったが、口には出さなかった。

「助けてみせる。だからおまえは安心して、幼年学校で勉学に勤いそしみなさい」

「はい」

　頷うなずくシゲチヨ。

「いい子だ」

　ヤマモトは目を細めた。彼にしてみれば、自慢の息子である。ルックスも悪くないし、何より真ま面じ目めだ。ただ、父親譲りの運の悪さだけは、如何いかんともし難がたい。

「閣下、出港時間です」

　副官に促うながされ、

「わかった」

　と頷いてヤマモトは、戦艦『備後』のタラップを昇る。その途中で、一瞬息子を振り返った。

「おとなしく待っているんだぞ、シゲチヨ！」

「はい、父さん!!」

　敬礼する。そこまでは、ヤマモトの知っている息子だった。

　父親の姿が見えなくなると、今度はヤマモトの知らないシゲチヨが、姿を現した。

　キサラによって悪の心を吹き込まれた、世間ずれしたシゲチヨであった。彼は普段父親の前では、この本性を隠している。おくびにも出さない。そのあたりの切り替えは、ちょっと絶妙であった。誰に教えられたわけでもない。

　といって、悪人ではない。しかし、ただの『よい子』でもなかった。

　もともとシゲチヨはヤマモトの息子であると同時に、あのシア・ハスの息子でもあるのだ。母親から受け継いだ性格も、当然心には潜ひそんでいる。それに、キサラから身をもって教え込まれた『人生』の『現実』が、彼をしてかなり要領のよい少年にしむけていた。それ以上に大人の前では完璧な『よい子』を演じるだけの天性と言ってよい才能もあった。

　彼は父親を見送ったその足で、同じ軍港にある他の艦ふねを端はしから順に見て歩いた。

『確か、この辺りに停てい泊はくしていたはずだよなあ……』

　目当ての艦は、じきに見付かった。それも、ひときわ巨大な大型空母である。艦尾に右から左に向けて旧日本語の平仮名で、

『おうりゅう』

　と書かれていた。

「間違いない」

　空母『應竜』のブリッジに、彼はその知り合いを尋ねた。
















「お邪魔します」

「おう、シゲ坊じゃねえか」

　と、彼は懐なつかしそうに彼を見た。四十歳くらいの、精せい悍かんな表情と引き締まった体格を持った男である。フライトジャケットを着て、顔には大きな傷跡がある。その右足が実は精功な義足であることも、シゲチヨは知っている。子供の頃、得意げに見せてもらったことがあるのだ。襟えりには大佐の階級章を付けてはいるが、いまだに現役の戦闘機パイロットでもある彼は、『應竜』の飛行隊長であった。歳は若いが艦長と同じ階級なのである。そして乗組員たちからは艦長に数倍する尊敬を集めていた。むろんシゲチヨも、彼のことは無条件で尊敬している。尊敬しているがその一方でシゲチヨは、その彼をこれからちゃっかり利用しようとしているのである。

「おひさしぶりです、サカイ大佐」

　と、折目正しく敬礼して、シゲチヨは言った。自分でも意識せず、純粋で初々しい少年を完璧に演じている。

「もう幼年学校の上級生になったのか？」

　と、相好を崩して銀河に名だたる天才パイロット、コジロー・サカイは言った。

「はい。来年は士官学校の本科に進みます」

「ウチのは、今年小学校なんだ」

　とサカイ。

「早いものですね」

「ガキが大人みたいなことを、言うんじゃねえよ」

　と笑いながらサカイは言う。

「男の子だったら、俺の跡あと継つぎにしてやるんだがなあ……」

「大佐の跡継ぎじゃ、大変ですよ。到底父親は、超えられません」

「超えて欲しかったんだがなあ……。二人とも飛行機には見向きもしねえ。一人は美容師に、もう一人の方はファッションデザイナーに、なりたいんだと……」

「いいじゃないですか」

「よくねえよ。俺にはさっぱりわからない世界だ。口出しできねえ」

「それがいいんですよ」

「こいつめ！」

　それでも目の中に入れても痛くないほどの可愛がりようであることは、サカイの笑顔からも明らかだ。

「確か……ツバサちゃんとショウコちゃん……」

「うん。名前からもわかるだろ。親馬鹿と言われようが、期待してたのによ……。俺とユーミの、娘がなあ……」

　双子である。サカイは結局、どこまでも双子には縁がある。

「ところで大佐」

　と、シゲチヨは如じよ才さいなく世間話から初めて、巧たくみに本題を切り出した。

「お聞きになりましたよね」

「ああ、聞いてるよ」

　と、コジローはシゲチヨの目を見て頷いた。この伝説の撃墜王エースは、その空戦テクニックもさることながら、どんな相手も子供扱いせず、誠実に対応してくれる。そんなところにシゲチヨは惹ひかれてもいたし、だからこそ相談相手に彼を選びもしたのである。

「タイラー提督のキサラお嬢さんが、海賊どもの人質になったんだってなあ」

　やはりこの人の頭の中では、ジャスティ・ウエキ・タイラーは元大統領ではなくていまだに『提督』なのだ。そのことを確認できただけでもシゲチヨは嬉うれしかった。

「だからって、おまえ……」

　シゲチヨの目を見ながら、一瞬サカイはにやっと笑った。

「俺に何を期待しようっていうんだい、え」

「僕はまだ子供ですけど──」

　シゲチヨも笑って、言った。

「だからって子供の遣つかいで、ここに来たわけじゃありませんよ」

「上出来だ」

　と微笑ほほえむサカイ。

「さすがはヤマモト閣下の跡取りだよ、おまえ」

「天下の撃墜王、サカイ大佐にそう言っていただけるなんて光栄の極みですよ」

「おだてても、何も出ねえぞ」

「いいんです」

　と、微笑んでシゲチヨ。

「大佐は僕の信じていた通りの人だと、わかりましたから……。僕の期待も、きっと裏切らないでくださいますよね」

「俺も落ちたもんだな」

　天井を仰いで、ため息をつくコジロー・サカイ。

「こんなガキに、手玉に取られるようになっちまったとは……。あの世でシラギクも泣いてらあ。だけど、まあいいか。確かにおまえが期待しているように動くのが、いちばん俺らしいってもんだわな」

「じゃあ……」

　と、シゲチヨは瞳を輝かせた。

「ただし──」

　そこは天下のコジロー・サカイ。押さえるところはピシャリと押さえる。

「俺にもプライドってもんがあらあ。幼年学校生の言いなりに動いたなんて、人聞きが悪すぎて誰にも話せねえぜ。だから……」

「だから？」

　ゴクンと息を吞のむシゲチヨ。

「誰にも吹ふい聴ちようされねえように、おまえの身柄は当分俺が預あずかる。しばらくの間、俺と一緒に行動してもらうからな」

　そう言って、親指を立てて笑う。

「異い存ぞんはねえな、シゲチヨ・ヤマモト」

「あるわけないですよ!!」

　シゲチヨは頰ほおを上気させて言った。

「サカイ大佐……」

「ん？」

「大佐は、やっぱり大佐でした。僕が思っていた通りの、いや、僕が思っていた以上の人かも知れない……」

「あったりめえよお！」

　と、サカイは笑う。

「いかに素質ありといえども、まだまだてめえみてえなポッと出のヒヨッコには負けねえぜ。無責任世代、健在よ!!」

「それを聞いて安心しました」

「こいつめ……。健けな気げを装よそおって結構計算高いガキだぜ」

　あるいは、サカイはいくらか、シゲチヨの隠れた資質を看破していたのかも知れない。直感と状況判断能力には優れた彼だ。でなければ、とても今日までは生き残って来れなかったであろう。

　人を見る目も、論理的でこそないが、確かである。

「キサラが、大事かい？」

「大事です」

　と、シゲチヨは頷うなずいた。

「大事なんです。大事な人を他人任せにせず、自分の手で助けたいと思うのは、間違っているでしょうか？」

「おまえは、ヤマモト閣下じゃなく、このコジロー・サカイの子にでも、生まれるべきだったな」

　と、笑いながらサカイは頷いた。これは今も昔も変わらず口下手な彼にしてみれば、最大級の賛さん辞じである。

「だったら、最高の英才教育を、施ほどこしてやったのによ……。いや、今からでも遅くはねえか」

「そう思います」

「いちいち出来すぎたガキだぜ」

　と、目を細めるコジロー。

「キサラも、いい乾こ分ぶんを持ったという訳か……。まあいい。おまえのその気持ちは、俺にもよくわかる。その気持ちは、大切にするんだぞ。俺も、おまえのその気持ち、大事にしてやるから」

　サカイにはその青春時代、好きな女を守ってやれなかったという辛つらい経験がある。その心の傷が彼の繊細すぎる心を歪ゆがめ、極度の女性恐怖症という過か剰じよう適てき応おうとなって現れていた時期もあった。もう二度とあんな辛い想いはしたくないという潜在的な気持ちが無意識のうちに心をガードし、端はた目めには滑こつ稽けいなほどに女性を遠ざけるのである。

　それも、今にして思えばほろ苦い青春の一ページだ。しかし、それが治ち癒ゆした今も心の傷と慙ざん愧きの念は残った。

「ありがとうございます……」

「言っとくが、これはおまえに頼まれたからじゃ、ねえからな。俺の意志で、そうするんだからな。そのあたり、勘かん違ちがいするなよ」

「わかってます」

「本当に、わかってるのか？」

「わかってますとも」

　念を押すように、頷くシゲチヨ。人一倍プライドの高いサカイの性格が、最初から彼の考慮に入っていないわけがない。

「それで構いません。大佐のお気持ちは、僕も尊重します」

「本当に、万事につけそつがねえんだからな、てめえは……。可愛くねえガキだぜ」

　と言いつつも、サカイには我が子と同じくらい、シゲチヨが可愛い。

「しかし、不思議だな」

「何がです」

「おまえと、キサラよ」

　とサカイは言った。

「聞けば、おまえとキサラとの間柄は、一見すると完璧なまでの主従関係だって言うじゃねえか……」

「はい」

　誤解すら恐れず、さりとて悪びれもせずにシゲチヨは言った。

「キサラはおそらく、僕のことを便利な奴隷だくらいに思っているはずです」

「そ、そこまで言われて、おめえ……なんでよ!?」

　コジローには不思議で仕方がなかった。

「男だろ、てめえよ。それをたかが女に、人生手玉に取られて……。俺だったら……」

「何ででしょうね……」

　首を傾かしげながらも、シゲチヨは微笑んだ。

「僕にもよくわかりません。でも、それでいいんです」

「笑いながら言うことかよ」

「それで、少なくとも僕には、不都合なかったんです」

「ないからって、おめえ……」

「自分でも、不思議なんですよ。あれほど玩具オモチヤにされて。でも、僕の気持ちはそれでいいんです」

「おまえ、ひょっとしてそれは、マゾってやつじゃ……」

「そんなんじゃありません!!」

　それだけはきっぱりと、否定するシゲチヨであった。

「父の旧ふるい親友の、ドクター・キタグチがうまいことを言っていましたよ」

「あの酔よいどれ爺じいさんが？」

　キタグチはいまや軍医総監だ。サカイの主治医でもある。専門分野は産婦人科だが外科医としても卓抜した技術を持ち──酔っている場合に限られるとはいえ──なおかつ精神病理や遺伝学にも造ぞう詣けいが深かった。つまり医学版、総合科学者ネクシヤリストである。

「要するに『服ふく従じゆう遺い伝でん子し』だそうです」

「服従遺伝子ィ!?」

　コジローは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「はい」

　とシゲチヨ。

「ヤマモト家の嫡ちやく子しである僕の血の中には、タイラー家の人間には決して逆らえないという服従の遺伝子が、生まれながらにインプットされているっていうんです」

「なるほど……」

　と、サカイは頷いた。頷くしかなかった。

「科学的には何の根拠も整合性もねえが、さすがはドクター、うめえことを言う。なるほど。確かにそいつは、言い得て妙だぜ」

「でしょう」

「だからって──」

　コジローは苦笑した。

「嬉しそうに言うもんじゃねえぜ。嬉しそうによ……」

「はい」

　嬉しそうに頷く、シゲチヨ。その端正かつ爽さわやかな笑顔は、その気になりさえすれば薔ば薇らに囲まれた人生を送ることも不可能ではあるまい。しかし、彼の中にある服従遺伝子は、彼に茨いばらの道を歩ませる。

『不ふ憫びんな奴だぜ……』

　と、コジローは心底彼に同情した。おそらく本人には、何故同情されるのかわかっていないところがまた、悲劇なのである。

『よくあの母親シア・ハスが、黙っているもんだぜ……』

　コジローがそう思うのも、もっともなのである。

　実際、シゲチヨはそれこそ物心ついた頃から、母親であるシアから、父親とはまた違ったラアルゴン式の英才教育を受けて育ってきた。この場合の『ラアルゴン式』というのはつまり、今日我々が言うところの『スパルタ式』に近いニュアンスを持っている。

　男は、どんな時も闘いに負けてはいけないというのがその骨こつ子しとなる趣しゆ旨しであった。

　ましてや、男の子が仲間同士の喧けん嘩かに負けるなどもってのほかだ。たとえ負けるにしても負け方というものがある。まともな神経を持つラアルゴン人なら、喧嘩に負けて泣きながら帰って来る子供など我が子とは認めない。ましてシアは、生きつ粋すいのラアルゴン人で、しかも宇宙海賊出身の駆く逐ちく艦かん乗りなのである。

　その息子であるシゲチヨが、いつも同じ相手に負かされてることなど到とう底てい看かん過かできぬことであった。

「こらっ、シゲチヨ！」

　と、彼女はいつも怒鳴っていた。惑星連合宇宙軍の提督でもあり、父に負けず劣らず多忙な母が家にいることはそう多くない。また、そういう時、大抵彼女は『産休』の最中であることが多かった。ヤマモト家は子だくさんなのである（貧乏ではない）。大きなお腹をしたシアが、玄関の戸口でシゲチヨを叱しかりつけるという光景はそれこそ頻繁に見られた。ヤマモト家の日常的光景だったと言ってもいい。

「またタイラーんとこのキサラに泣かされて来たね。あたしとマコちゃんとの子が、そんなことでどうするのさ！　さ、これから行って、キサラのスカートをめくっておやり!!　勝って来るまで、家には入れないよ！」

　とシアは発はつ破ぱをかけるのだが、それも空むなしい。シゲチヨにとってキサラを負かして来いというのは、虎を素す手でで殴なぐれと言われるに等しいのである。

　勝てる気がしない。

　シゲチヨも、けして喧嘩が弱いわけではない。むしろ細身な外見によらず、腕っ節は強い。他の相手にはたとえ年上の少年にも滅めつ多たなことでは負けないし、同い年の相手なら、まず一対一で負けることはない。

　だが、キサラだけは駄だ目めなのだ。ほとんど唯一の例外である。母に叱られけしかけられ、結構その気になってタイラー家に押し掛けるものの、キサラの目を見た途と端たん、シゲチヨは臆おくしてしまうのだった。

　キサラが怖く、さりとてこのままでは家にも帰れない可哀そうなシゲチヨ・ヤマモトにとって、唯一の救いは、大たい概がいキサラの母のユリコであることが多かった。進しん退たい窮きわまったシゲチヨがタイラー家の玄関でもじもじしていると、

「あら、ヤマモトさん家ちのシゲチヨくんじゃないの」

　と、優しく声をかけてくれる。

　子供心にも、ユリコは綺き麗れいな人だった。外見はともかく、よくもこの母親から鬼のキサラが産まれたものだと、シゲチヨはいつも思うのである。シゲチヨの母のシアも美人の範はん疇ちゆうには入るが、ユリコとは次元が違う。それに、ずっと上品だ。料理も──まっとうな地球人的味覚の持主であるシゲチヨの舌には──比較にならない次元でユリコの方に軍配が上がる。

　そのユリコに、

「まあ上がって、夕飯でもあがってらっしゃいな」

　と優しい声と女神のような笑顔で誘われると、シゲチヨはふらふらとそうせずにはおれない。確かにユリコの作った夕飯には、抗し難い魅力があった。

「あんた、何しに来たの？」

　とキサラに尋たずねられても上の空である。ただひたすらに、美味この上もないタイラー家の夕飯を無心で黙もく々もくと搔かっ込こむシゲチヨなのであった。こんな美味しい御飯を毎日食べられるキサラが、ただ羨うらやましく、また、

「これじゃあ、勝てないわけだよな」

　と、妙に納得してしまうのだ。

「ごちそうさま……」

「またいつでも、来ていいのよ」

　と、ユリコに送られる玄関先で、

「おい、シゲチヨ」

　と、別れ際、キサラに言い渡されることも常であった。

「おまえはあたしの、家来だからね。それを忘れなきゃ、また明日も遊んでやる」

「うん、キサラ親分……」

　と哀れな下僕は頷く。だがこの時にはもう、シゲチヨはユリコの作った御飯をたらふく食べ、夢見心地になっているので多少卑ひ屈くつにはなっても、涙は見せない。むしろ恍こう惚こつとしていた。

　思えば、こうして洗脳されていったのである。

　何気ない顔で家に戻れば、

「仇かたきは取って来ただろうね？」

　とシアが念を押す。

「うん」

　と、曖あい昧まいに頷くシゲチヨ。噓ではない。成長期のシゲチヨがタイラー家の家計に、幾いく許ばくかの打撃を与えて来たことは事実である。シアはシアで、息子の顔が嬉しそうなので、てっきり勝って来たものと、納得してしまうのである。

「天あつ晴ぱれシゲチヨ、上がってよし！」

　そんな文字通りの『日常茶飯事』が、シゲチヨが幼年学校に入学するまで続いた。キサラには勝てないという大前提がシゲチヨの脳にインプットされてしまったとしても、誰が彼を責められよう。

　後になってドクター・キタグチに『服従の遺伝子』のことを言われたとき、

「なるほど」

　と、シゲチヨは思わず納得してしまった。

「勝てない訳だ……」

　キサラが女で、それもルックス的には類たぐい希まれな美少女でよかったと、つくづくシゲチヨは思う。もしも彼女が男だったら、それこそシゲチヨの人生は、救いがない。あるいはシゲチヨが女であっても、同じだろう。女に人生牛ぎゆう耳じられて、それで楽しいかというのはまた別問題ではあるにせよ──。

　ともかく、キサラとシゲチヨとの不思議な寄生関係は、そんな具合であった。

「俺だったら、絶対助けねえな」

　と、話を聞いてサカイは遠慮会釈なしに言った。

「どうしてそんなキサラを、おまえは助けたいと思うんだ？　そもそもキサラを助けて、何かいいことがあるのか？　また奴隷にされるだけのことじゃねえか。不ふ謹きん慎しんだがもしここでキサラが死ねば、おまえは一生、疫やく病びよう神がみから解放されるんだぜ」

「わかりません」

　と、シゲチヨもまた、正直に言った。

「自分でも、何故なのか……。でも、確かなことは、キサラが死ねば一生後こう悔かいするだろうということです。疫病神でも何でも、それでも僕はキサラが好きなんです」

「いい子だよ、おまえ」

　とサカイはため息混じりに言った。

「さすがはヤマモト閣下の子だ……と言われても、閣下は少しも嬉しくはないだろうなあ……」

「そう思います」

　真顔で頷くシゲチヨが、サカイにはもどかしい。

「まあいい、全面的に協力してやる」

　と、それでもサカイは言った。

「なにしろこの平和な御時世に、今回の人質事件は言わば宇宙の一大事、全宇宙の関心事と言っても過言じゃねえ。ちょうど退屈しきってたところだ。少々コップの中に波風立てたとしても、誰も迷惑しやしめえ」

　話せる大佐である。しかし今は少なくなったとはいえ、あのタイラー提督の時代にはこれくらい話せる軍人はザラにいた。さもなくばあの難局は乗り越えられなかったであろう。サカイは、言ってみればその『話せる』連中の、数少ない生き残りである。

「さて、おまえの助けたい、キサラの『熱あつ田た』は、今頃宇宙のどの辺りかな……」

　そう言って、個室の片隅にあるシステム端末で照会する。必要な情報はすぐに出た。

「アルゴー宙域か、だいぶ流されたな」

「ええ。それに、なかなか厄やつ介かいなことになっていますね」

　シゲチヨも頷く。

　海賊が人質を取って立て籠こもった練習巡洋艦『熱田』と海賊船とは、銀河辺境のアルゴー宙域にあり、しかもその周辺を、急を聞いて駆け付けた惑星連合宇宙軍の艦隊が──なにしろ暇を持て余していたので──十と重え二十重はたえに包囲している。その中には超弩ど級きゆうの最新鋭戦艦十数隻も含まれていた。

　それでも、人質の身を案じて手が出せない。逆に言えば人質の安否さえ考慮しなければ、海賊どもはどうあっても到底逃れられない状況である。

「まずい対応だ」

　と、サカイは言った。

「この閉へい塞そく状況が、血の気の多い海賊連中を刺激しないわけがねえ」

　実戦経験の豊富なサカイは即座にそう判断した。

「俺が指揮官なら、こんな馬鹿げた包囲網など敷かせねえ。連中を心理的に追い詰め、それだけ人質の命を危険に晒さらすだけだからな」

　平和な時代が続くこと十数年、実践の呼吸を弁わきまえた指揮官たちのほとんどは、既にして第一線から退いていた。タイラーしかり、ヤマモトしかりである。そして後進の人材は、育っていない……。

「艦隊など配置せず、最小限の戦力で要所のみを押さえ、柔軟かつ臨りん機き応おう変へんに交渉を行う……ですね」

　シゲチヨの言葉に、サカイは思わず口笛を吹いた。
















「わかってるじゃねえか」

　幼年学校生のシゲチヨが、ここまでわかっている。これほどの指揮官すら、今の惑星連合宇宙軍にはいない。

「さすが、ヤマモトジュニアだな」

「父からいつも、教わっていますから……」

「おまえはひょっとすると、父上を超えるかも知れねえ」

　と、お世せ辞じではなくサカイは言う。

「いや、ひょっとすると、あの人さえ──」

「あの人なら──」

　と、サカイが吞んだ言葉を受けてシゲチヨは言った。

「敵にも味方にも、一人の犠ぎ牲せいも出さず、事態を解決しちゃうんでしょうね」

「ああ。だが今は、実の娘が人質だ」

「タイラー閣下が、娘を人質に取られたのは、これで二度目だそうです」

「ああ、アシュラン戦役の時な」

　と、懐なつかしそうに瞳を輝かせるサカイ。

「覚えてるぜ。俺もあの戦いで、無二の親友を喪うしなったんだ」

　彼の脳裏に、二十代のままのタケオ・シラギクと、若かった頃の自分が一瞬浮かんで消えた。

「いずれにせよ、タイラー提督はもはや提督じゃねえ。一介の民間人だ」

　と、彼に頼ろうとする自分の惰だ弱じやくさを諫いさめるかのように、コジロー・サカイは言った。

「俺たちだけで、何とかしなくちゃな……」

「しかしあの艦隊は、まずいなあ……」

　と、モニターを見ながらシゲチヨは呟いた。

「海賊たちを刺激するだけじゃない。僕たちが『熱田』に接近することすら、阻はばんでいる」

「なあに、その点なら心配するな」

　と、サカイは胸を叩いた。

「俺の腕で、おまえをこっそり『熱田』まで運んでやるよ」

「本当ですか!?」

「本当だとも。天下のコジロー・サカイがそう言うんだ。安心していいぞ」

「助かります……」

「ただもう一人、いや、二人くらいは共犯者が欲しいところだぜ」

「共犯者？」

「ああ。この『應おう竜りゆう』にいる」

　そう言ってコジローは、目配せしながら壁の受話器を取り上げた。

「ああ、俺だ」

　と、微笑みながらサカイは受話器に向かって言った。

「面白い悪巧みが進行中なんだ。来てくれ。そうだ、力を貸して欲しい。二人でな」

　三分後──

「コジローくん」

「コジローさん」

　と、声をハモらせながら、二人の共犯者がコジローの個室のドアを叩いた。二人とも同じ顔で、同じ声で、同じパイロットスーツを着ている。階級はともに少佐であった。

「あらシゲチヨくん……」

「おひさしぶり」

　双子の撃墜王姉妹も、それなりに年は取ったが昔のままの愛らしさを、まだ残している。二人併せた撃墜数スコアは、軽くコジロー・サカイをも凌しのいだ。そして姉妹ともに、今ではそれぞれ二児の母親になっていた。

「お客様というのは、彼だったのね」

　ユーミ・サカイ少佐が夫を見た。

「そうなんだ」

「コジローくんったら、昔のまま。悪戯いたずらっ子なんだから……」

　と、エイミィ・ヒラガー少佐が微笑む。

「いいわ。ひさびさに二人揃そろって、協力してあげる」

「協力してあげちゃう」

　姉妹二人が揃えば、百人力と言ってもよい。サカイにとって二人は、最高の部下であり、宇そ宙らにあっては安心して自分の『ケツ』を任せられる、数少ない空戦パートナーでもある。

「ありがてえ……」

　コジローは手短に状況を説明した。

「という訳なんだ」

「いいわ」

「やりましょ」

　頷く旧姓ハナー・シスターズ。コードネームは『バブルボール・ジェミニ』だ。

「要はシゲチヨくんを『熱田』に忍び込ませればいいのね」

「そうなんだ」

　サカイは頷いた。

「二人で、艦隊と、海賊の目を一時的に引き付けてくれればいい。その間に俺は、シゲチヨを『熱田』に潜入させる。後は、こいつがやるだろう」

「任せて」

「あたしたちにとっては、ひさびさの見せ場ね」

　と、女盛りの二人が微笑む。

「お願いします」

　シゲチヨは深々と、頭を下げた。

「キサラを、助けたいんです……」

「その気持ちは、あたしたちも同じよ」

「安心なさい」

「何しろ、あのタイラー提督の娘さんですもの、ね」

「ね！」

　変わらない。あの頃と少しも変わってはいない二人である。コジローは思わず目頭が熱くなった。プライドの高い彼は、それを必死に気け取どられまいとする。

「だけど、問題があるわね」

　ユーミが言った。

「ええ」

　エィミィが頷く。

「何でしょう？」

「『熱田』には、女性士官と士官学校の女子生徒しか乗ってはいないんでしょう？」

「ああ」

　頷くサカイ。

「それと、やたら穢むさ苦しい海賊どもだ」

「そんな中に、この美少年が入ったら、すぐに見付かっちゃうわよ」

「はあ……」

　美少年と呼ばれて、シゲチヨは照れた。しかし、確かにそれは当たっている。誰の基準で見ても、シゲチヨは天から素晴らしい容姿を授かっている。それは、余りあるとはいかないまでも、父親譲りの凶運を多少は補うものであった。

　まず、十五歳で身長が一七三センチある。それでいて体重は、１Ｇ状態で五十数キログラムなのだ。まだ成熟していない体型故のスレンダーさであるとはいえ、母性本能をくすぐらずにはおかない。

　やや赤味を帯びたしなやかな髪の毛は、頰までかかる。それを幼年学校の規則ギリギリにまで伸ばしているが、少々それを超えたところで、教官たちは誰も文句を言わなかった。否いな、言えなかったのである。このはかなげなまでの美しさを、たかが規律程度のことで損そこなってよいわけがない。誰もがそう思わずにはいられなかった。

「目立つかなあ……」

「大丈夫よ」

　悪魔的な微笑みを浮かべながら、エィミィが言った。

「目立たなくする、とびっきりの方法があるから」

「そうよ」

　ニッと喘わらうユーミ。

「まさか、おまえら……」

　サカイがひきつった笑いを浮かべた。

「シゲチヨに……」

「こういう古い諺ことわざがあるの、知ってる？」

　エィミィが言った。

「木を隠すには、森の中……」

「し、知ってます……」

　もはや逃れられぬ己の運命を察して、シゲチヨはひきつり笑いを浮かべた。

「いい子よ。観念しなさい」

「とびきり美しく、やってあげるからね。大丈夫よ、シゲチヨくんなら、じゅうぶん連中の目を眩くらませられるわ」

　確かにシゲチヨは、それだけの『素材』として、申し分なかった。

　姉妹の手には、しっかりと化粧道具が握られている。

　彼の『初体験』の悲鳴に、コジローはしばし耳を塞ふさいだ。










　第四章　スカートをはいた候補生




「しかし、驚いたぜ」

　と、キサラを前にして、海賊ラルゴは言った。

「おまえがあの、タイラー提督の実の娘だったとはな」

「娘ムスメって、言わないでよ！」

　あからさまに不機嫌な表情で、キサラは言う。海賊の親玉を目の前にして、臆おくした様子は微み塵じんもない。

「ジャスティ・ウエキ・タイラーの方が、あたしの親父なの。それがたまたま、大統領だったというだけだわ」

「おまえがムキになってそう言えば言うほど、自分の素性をさらけだすだけだぜ。おまえはいかにも、あのタイラーの娘だ」

「パパを知ってるの？」

「直接には、知らねえ」

　とラルゴは言った。体重は、優にキサラの三倍はあるだろう。

「だが俺たちの年代で、地球人であるにせよラアルゴンであるにせよ、タイラー大統領を知らねえものはいねえ。いたらモグリよ」

「あの家庭内粗大ゴミがねえ……」

「宇宙一の、粗大ゴミだぜ」

　とラルゴ。

「尊敬していた……。いや、今でも心からだ」

「ふうん……」

　とキサラ。

「パパと話が、合うかもね」

「だろうな」

　苦笑するラルゴ。

「いずれにせよこれで、ますますおまえさんの人質としての、重みが増した」

「ちょっと……」

　拘こう束そく衣いを着せられ、身動きもままならぬキサラである。しかし、だからといって彼女は怯おびえてはいなかった。ただひたすら、怒っていたのである。

「だからっていつまで、こんな格好をさせとくわけ」

「タイラー提督が、自ら身代金を持って、この艦に単身乗り込んで来るまでだ」

　と、真顔で言うラルゴなのである。

「俺はいっぺん、タイラー閣下に会いてえ。この目で見てえ！　それが叶かなえば、いつ死んだっていいんだ」

「ちょ、ちょっと頭かしら……」

　副官セザンが、てきめんにうろたえた。

「そいつは……ちょっと……」

「やかましい!!」

　ラルゴの一喝に、セザンは思わず首を竦すくめた。

「あたしは毎日、あの粗大ゴミと顔を合わせてたけど、いつ死んでもいいなんて思わなかったわよ」

　と、キサラは冷めた声で言った。

「それどころか、まだまだやりたいことはいっぱいあるの。宇宙の全部とまでは言わないけど、半分くらいはこの美び貌ぼうで、手中に握ってみたいし、手玉に取ってもみたいわ」

「ふうん」
















　ラルゴはキサラに、タイラーの娘という以上の興味を抱いていた。

「おめえ、この俺が怖くないのか？」

「怖くないわ」

　と、平然と言い放つキサラ。

「それよりも、怒ってキレたときのママの方が、よっぽど怖いくらいよ」

「なるほど……」

　キサラの遺伝的な性格を、多少垣間見た思いのラルゴである。この過激な性格は父親譲りの面もあるが、母親が潜在的に持っていた一面である可能性も出てきた。

「まあ、しばらくはそのままの格好でいな。似合うぜ、お嬢さん」

「ふん！」

「可愛いおまえさんを人質に取られて、タイラー提督は必ず来る！」

「そうかなあ……」

「タイラーとは、そういう漢おとこだ」

「会ったこともないのに、よく知っているわね」

「自分の父親のことをいちばん知らないのは、キサラ、おまえかも知れねえぜ」

　毎日顔を合わせていれば、逆に見えないものも確かにある。純じゆん粋すいに客観的な評価を聞かねば、案外自分の身近にいる人間の真価などわからぬものであることが多い。

「その代わりあたしは、あなたの知らないパパをいっぱい知ってるもん。自慢にはならないけどね……」

「そういうものよ」

　ラルゴは苦笑した。

「ああ、タイラー大統領に会いてえ！」

「会えば……」

　と突き放すキサラ。

「言っとくけど、パパはもう提督でも、大統領でもないの。単なるリタイヤ親父。それに、会っても失望するだけだと思うな」

「失望するのも、目的のひとつよ」

　とラルゴ。

「なあに、大したことはなかったと、仲間に自慢できるだろ」

「なるほど。そういう考え方も、あったわね」

　目から鱗うろこが落ちたキサラ。確かに失望も、本人を見なければできない贅ぜい沢たくなのである。

「俺は、輝かしいタイラー時代には遅れちまったが、それでもまだギリギリのところで間に合ったんだ」

「死に急ぐのね」

　と、呆あきれ顔のキサラ。

「もうちょっと生き延びて、輝かしいキサラ時代の一翼を、担ってみない？」

「言うなあ」

　と、ラルゴ。

「さすがはタイラー提督の──」

「それ言うなっていったでしょ!!」

　キサラは激怒した。

「あたしは、ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー。それ以外の何者でもないわ！」

「お頭！」

　部下が叫んだ。

「惑星連合宇宙軍の戦闘機が、接近してきやしたぜ!!」

「なに!?」

　振り向くラルゴ。

「小こ癪しやくな！　数は!?」

「それが──」

　手下は思わず口ごもった。

「たったの二機で……」

「二機だと!?」

「へい……」

「なめやがって」

　ラルゴのこめかみに、青筋が浮いた。

「この艦の対空砲火は、掌握していたな」

「へい。若干の対空パルスレーザーと、ミサイルが……」

「追い払え！　撃げき墜ついしても構わん!!」

「いいんですかい？」

「構わん。こちらには最高級の人質がいるんだ。何もできねえよ。それに、この状況が少しは動くかも知れねえ」

　千日手的な状況に、ラルゴは苛いら立だっていた。

「案外小さいのね」

　キサラが笑った。

「そんなんじゃ、パパにも笑われるかも……」

「やかましい！」

　ラルゴは叫んだ。

「叩き墜とせ!!」

　だが思いもかけぬ事が起こった。

　二機の戦闘機は、発射されたレーザーとミサイルを、嘲あざ笑わらうかのように易やす々やすと回避したのだ。宇宙空間にはただ花火のような爆発が、空しく弾はじけるばかりである。

「なにっ!?」

　我が目を疑う、ラルゴ。

「全弾回避だと!?」

「なあるほどね……」

　キサラは頷いた。彼女には二機の戦闘機の動きを見ただけで、その乗り手が誰だかわかったのだ。あれほど完璧な連れん携けいと鮮あざやかな操そう縦じゆう桿かん捌さばきが可能なパイロットは、銀河広しといえどもあの姉妹しかいない。

『あの二人が動いたということは、コジローおじさまも近くに来ているってことね……。してみるとあたしって、少しは大切に思われてるんだ』

　大切に思われているのはより正確には自分ではなく、自分の父親だということを、幸いにしてキサラは知らない。

「くそっ、こうなったら遠慮はいらん！」

　ラルゴは逆上して叫んだ。

「この『熱田』だけじゃねえ、『ギュローメ』の全砲火も集中しろ!!」

「無む駄だだと思うけどな……」

　縛られたままのキサラが、ボソッと言った。

「何？」

「あの二人を撃墜するのは、並大抵のことじゃないわよ」

「何を──。撃ちまくれ！」

　しかし、練習巡洋艦『熱田』と海賊戦艦『ギュローメ』、二隻分の凄すさまじい対空砲火が収おさまったとき、依然として二機は小馬鹿にしたように飛び続けていた。それも、スモークを焚たきながらのアクロバット飛行である。

　当然、その場の耳目は敵も味方も、完璧に二機に引き付けられている。

　その間かん隙げきを縫ぬって、密ひそかに『熱田』に接近する一機のステルス戦闘機があった。

　海賊も、惑星連合宇宙軍も二機のアクロバットに気を取られるあまり、その存在に気付いてもいない。サカイと双子姉妹の連携なくしては有り得ない、完かん璧ぺきな陽動であった。

「うまくいったな……」

　と、ステルス戦闘機ミツビシ『闇やみ鴉がらす』の操縦桿を握りながら、コジロー・サカイはにんまりと微笑んだ。

「あの二人、腕は衰おとろえちゃいなかったようだ。エステに通う傍かたわら、こっそり練習していやがったな」

「ええ」

　後部座席で頷くシゲチヨ。

「それに、二人とも随分と張り切っているようですね」

「おまえも、張り切らなくちゃな」

「ええ……」

　頷いて、しかしシゲチヨは見るみる暗い表情になる。

「士官学校女子部の制服がミニスカートだなんて……誰が決めたんだ」

「しょうがねえだろう」

　と、笑いたくなるのを必死で堪こらえながらサカイは言った。

「諦あきらめるんだ。だが、その制服をデザインした犯人ならはっきりしている。ハナエ・ハナイとかいうおばはんだ」

　銀河に今をときめく、人気デザイナーである。平和な今日この頃、このミニの制服が着たくて士官学校女子部の門を叩く女の子も決して少なくはない。

「とほほ……」

　シゲチヨは美少年から完璧な美少女になりおおせていた。姉妹の化粧もあるが、それよりもシゲチヨの持って生まれた資質の方が、どう見ても大きかった。

「それにしても完璧だなあ……」

　操縦席からバックミラーをしげしげと覗のぞき込みながら、サカイは冗談半分に言った。

「なんか、ゾゾッとくるぜ。女嫌いのこの俺でさえな……。癖くせになるなよ、おまえ」

「誰がなりますか!!」

　しかし、コジローの台詞セリフは、あながち社交辞令でもない。怖い。

「僕は死にたいですよ。こんなところを、父に見られでもしたら……」

「惚ほれるんじゃないかな」

　冗談になっていない。

「早く撃ち出してください！」

　顔から火の出る想いでシゲチヨは叫んだ。

「慌あわてるな。もう少し接近してからだ」

　とサカイ。

『熱田』の艦底部が、大きく迫る。

「いいな、シゲチヨ。打ち合わせの通りにするんだぞ」

「わかってます」

「時計を合わせろ」

「はい！」

　シゲチヨはタグ・ホイヤーのクラシックスウォッチ──ユーミから借りた女物──の針を、正確に合わせた。

「指定行動開始時間は、銀河標準時で一六○○ヒトロクマルマルだぞ」

「了解しました」

「じゃ──」

　コジローは、射出レバーを引いた。

「行って来い！　達者でな!!」

　シートがカプセルごと、射出された。

　そのままマグネットで、『熱田』の艦底部にへばりつく。

「頑張れよ、シゲチヨ……」

　サカイの操縦する『闇鴉』はゆっくりと、『熱田』を離れる。




「どういうことだ……」

　二機によるアクロバット飛行を呆ぼう然ぜんと眺ながめながら、イサム・フジは叫んだ。

「あんなアクロバット飛行を、いったい誰が許可したのか!?」

「誰も許可してはおりません」

　と、恐るべき事務口調で彼の片腕とも言うべき参謀総長が言った。

「フジ司令長官……閣下」

「連中が勝手にやったことだというのか!?」

　まだ若い司令長官は激怒した。

「後で懲ちよう罰ばつにかけてやる。いや、階級剝はく奪だつだ！」

「無駄でしょうな」

　極めてシニカルな表情で、中将の階級章をつけた中年の参謀総長は言った。歴代の参謀総長の中では最も逸いつ材ざいと言われている人物である。司令長官よりもちょうど十歳の年長だった。

「仮にそういった処分をもってしたところで、連中は喜ぶだけですよ。何しろ連中は、覚悟の上でやらかしたことでしょうからな、閣下」

「そう先回りするな！」

　と、イサムは少年の頃のままの表情で、参謀総長を振り向いて怒鳴った。

「どうして君は、いつもそうなんだ!?　少しは私にも考えさせてくれ、え、スナガ中将」

「御ご随ず意いに」

　と、ミツル・スナガ参謀総長はニヤリと笑って言った。

「しかし、閣下が考えるよりも私が代わりに考えた方が、早く結果も宜よろしいかと……老婆心ながら」

「その通りだから、悔くやしいよ……」

　撫ぶ然ぜんとした表情のイサム。スナガの精神的優位は十五年前から少しも変わっていないのが、彼にとっては癪しやくだった。しかし、実際スナガほど優秀な副官はいない。

「ありがとう。よく諫いさめてくれた。君がそう言ってくれなかったら、また恥をかくところだった……。まあ、訓戒処分くらいが妥当な線かな……。三日間の営倉入りでもいいが……」

「そんなところでしょう」

　スナガは頷うなずいて、

「しかし、まだタイラー提督の派は閥ばつは宇宙軍に健在なのですな」

　と、昔のまま、弟を見るような目でイサムを見た。

「それも悔しいよ」

　とイサム。

「私が司令長官になっても、タイラー提督の残していった種はいまだ成長を続けている。この分じゃ、イサム・フジ時代は当分来そうにもない。結局、私はいつまでたってもタイラー提督の弟子、永久に超えられないのかな……」

「超えなくてもいいと、自分で思っているくせに……」

「何か言ったか!?」

「いえ……」

　スナガは笑いながら口を噤つぐんだ。

　イサムはタイラー派閥が健在なのが羨うらやましい反面、実はそれが嬉うれしくもあるのだ。自分自身が、今でもタイラー・ファミリーの一員であると自負しているからだった。しかし、自分も少しは評価されたいという自負もあり、そのあたりはなかなか複雑である。

　スナガには、そんなイサムの二律背反アンビバレンツが手に取るようにわかる。

「それより、身代金の方はどうだ？」

　と、イサムは言った。

「現げん金なまに換金して、こちらに輸送中です」

　とスナガ。

「早かったな」

「ええ。何しろ兵へい站たん部長の仕事ですから……」

「バーミンガムか」

「はい」

「よくやってくれる」

「ええ。調達に関するすべての任務は、彼に任せておけば間違いありません」

　スナガは胸を張って言う。惑星連合宇宙軍兵站部長のアンドリュー・バーミンガム中将は、彼の旧友である。お互い認める『腐くされ縁えん』の間柄だ。またの名を『ちょろまかしのバーミンガム』といい、若い頃は軍の物資横流しの常習犯であったのだが、それだけに民間・軍を問わず独自のネットワークを持ち、必要とあらばどんな物資も、軍資金も、信じ難いほどの短期間で調達してしまうという、特異な能力と才能の持主であった。その彼が、今ではイサム・フジ体制の下で兵站部長の要職にあり、補給・輸送面で磐ばん石じやくの態勢を支えている。本人もその才能を、思う存分に発揮し、辣らつ腕わんを奮ふるっているようだ。もはやイサムにとってもスナガと並び、なくてはならぬ幕ばく僚りようである。

　イサムがその豊富な人材を、タイラーから、また前任者であるヤマモト元帥から引き継いで三十そこそこで司令長官の要職に就いたとき、誰もが彼を羨せん望ぼうのまなざしで見た。言わば膨ぼう大だいな遺産を先代から受け継いだ大おお店だなの二代目である。しかし、片腕たる参謀総長のスナガと、兵站部長のバーミンガムの二人だけはタイラー派閥から引き継いだのではない、イサム自身が自分で発掘した人材である。もっともスナガに言わせれば、

「発掘されてやった」

　ということになろうか。

　そのバーミンガム中将が、アザリンから受け取った人質の身代金を、自ら責任を持って輸送中ということであれば、まず間違いはあるまい。身代金は間もなく届くであろう。

　問題はそこからだった。

『手近にいた艦隊を急行させたのは、失敗だった……』

　と、イサムは自分でも後悔している。結果としてそれは海賊たちを精神的に追い詰め、間接的にとはいえ人質の命を危険に晒さらすことになってしまった。あとは、ただ交渉がスムースに運ぶことを期待する他はない。

　しかし、

『ヤマモト元帥なら、うまくやってくれるに違いない』

　と、イサムは安心もしている。苦労人で人当たりがよく、経験豊富で器用で、人生の酸いも甘いも嚙かみ分けた、マコト・ヤマモト元帥なら──

『とにかく、人質に万が一のことがあってはならない……』

　そうなってはイサムは、タイラーに合わせる顔がない。師し匠しようを越えるどころか、師匠の顔に泥を塗る結果になろう。

「しかし、今のアクロバットは、何だったんだろうな？　まるで我々の目を、あることから逸そらしているかのようだった……」

　というスナガの言葉だけが、イサムの耳にはいつまでも引っ掛かっていた。




「うまくいった……」

　ここまでは、気味が悪いほどに順調である。シゲチヨは射出されたカプセルから、まんまと『熱田』の艦内に潜入することに成功した。サカイが調達してくれた装備一式を確かめ、手早く準備を整える。それらの中には、極秘資料扱いである『熱田』の艦内配置図もあった。どうやって調べたのか、女生徒たちの部屋割りまで記してある。シゲチヨは自分の位置を確認し、それからスカートの乱れを直した。

　それにしても、

「は、ハズい……」

　船窓に映った自分の姿を見て、穴があったら入りたくなる。少なくともシゲチヨには、女装趣味もなければ、女装した自分を見て恍こう惚こつとなるようなナルシストでもない。ただひたすら、恥ずかしいのだ。

「おい！」

　と、不意に背後から彼を呼び咎とがめる男の声がした。

「いつ部屋を抜け出していいと言った。さっさと戻りやがれ!!」

　シゲチヨが振り向くと、二メートルに近い大柄な海賊と、背は低いがでっぷりと太った海賊のコンビが立っていた。二人とも、ラアルゴン人であった。

「────!!」

「…………！」

　その瞬間、双方が愕がく然ぜんとなった。シゲチヨは緊張し、海賊コンビは、シゲチヨのあまりの『美しさ』に、一瞬言葉を失ったのである。

「別べつ嬪ぺんだなあ……」

　と、デブの海賊が言った。

「ああ……」

　と、涎よだれを啜すすりながら、大男の海賊が頷く。

「姦やっちまうか」

　と大男が言い、シゲチヨの尾び骶てい骨こつのあたりを、一瞬悪寒が電撃のように走り抜けた。

『たまらない……』

　と、彼は思った。マジにそう思った。

「でもよ、兄貴」

　と、デブの海賊が言った。

「生徒には手を出しちゃいけねえと、船長が……」

「へっ」

　兄貴分が、嗤わらった。

「船長はあれだけの娘っこを、独り占めする肚はらだぜ。少しはこちとらにも、おこぼれが欲しいよな」

「で、でも……船長に逆らったら、宇そ宙とに放り出されちまう」

「わかりゃしねえって」

　と、兄貴分。

「それによ、こいつは俺たちの言いつけに背いて、勝手に監禁してある部屋を抜け出したんだぜ。たっぷりとおしおきしてやらねえとな……」

　舌なめずりしながら、シゲチヨに迫る。

「そ、そうっスね、兄貴」

　と、デブも血走った目でシゲチヨを見た。

「ふ、ふるいつきたくなるくらい、いい女だなあ……」

「俺が先だぞ」

　と兄貴分。

「ガジル、逃げねえように押さえてろ」

「へい、兄貴……。後で回してくだせえよ」

「ああ。だから、くれぐれも船長にゃ内緒だぜ」

　シゲチヨは心底ブルったが、その心の中では奇妙に安あん堵どもしていた。どうやら自分は完璧にオンナに見えるらしい。彼らは自分のことを逃げ出した女生徒だと思い込んでいる。そうなれば、潜入した目的の半分は達成されたようなものだ。女生徒に、それもとびきり美人の女生徒に見える限り少なくとも、いきなり撃たれる心配はないわけだ。ただ、それとは別に『貞てい操そう』の危機があったが──。

「さあ、怖がることはねえぜ」

　と、兄貴分が言った。

「おとなしく、こっちへ来な。たっぷりと、可愛がってやるからよ……」

『やだね!!』

　とシゲチヨは思ったが、声にならなかった。その怯おびえの色が、かえって海賊たちの劣れつ情じようを刺激したようである。

「いいタマだ……」

　ガジルと呼ばれた弟分が、シゲチヨの背後に回った。

「おとなしくしろっ!!」

　と、背後からシゲチヨを押えにかかる。華奢きやしやなシゲチヨには、抗あらがう術すべがない。

「へへへ……」

　と、前から兄貴分が、襲いかかった。

「もう我慢できねえ……」

　シゲチヨの、制服のミニスカートに、手をかけた。

　その瞬間──

「うっ」

　と、首筋を押さえてガジルが昏こん倒とうした。シゲチヨが隠し持っていたスタンガンにやられたのだ。さすがに宇宙軍制式はよく効く。出力は最大。やや危険なレベルだが、この相手に何を遠慮することがあろう。ガジルはひくひくと痙けい攣れんし、意識を失った。

「てめえ！」

　兄貴が本気になった。シゲチヨの手からスタンガンをもぎとる。

「もう容よう赦しやしねえ」

　抵抗する相手から無理やりに奪うばう快感も、その表情には加味されていた。

「おとなしくしてりゃ、痛い目にだけは遭あわずに済んだものを──」

　どのみち痛いじゃないかと、シゲチヨは声を大にして言いたかった。

　兄貴分が、シゲチヨのスカートをちぎるようにして引き摺ずり下ろした。その刹せつ那な、彼は見た。

「あ、て、てめえは──!!」

「お生あい憎にくさま！」

　気を吞のまれた一瞬を突いて、シゲチヨの急所蹴りが見事に炸さく裂れつし、海賊は目を白黒させて悶もん絶ぜつした。

「男で悪かったね」

　落ちていたスタンガンを拾い上げ、首筋に一発。これはむしろ、慈じ悲ひの一撃である。苦悶していた海賊は、極楽に昇天したような表情で意識を失った。

　手早く着衣の乱れを直し、失神した海賊の懐ふところを探る。

「あった！」

　案の定、電子ロックのキーを束たばねたホルダーが見付かった。監かん禁きんしてある女生徒たちを、これで解放できるだろう。ただ、そのタイミングが実に難しい。せっかく『体を張って』まで奪った鍵である。無駄にしたくはなかった。

　シゲチヨは、艦内図を見た。

　もっとも大きい船室へのルートを、確認する。

「ここだな……」

　目星をつけた部屋のロックを、奪った鍵を使って解除する。ドアは音もなく開いた。海賊たちが詰めている可能性も考慮して、麻酔銃パラライザーを構えていたシゲチヨだが、その必要はなかった。広い部屋には、一人の海賊もいなかった。

　代わりに、一人の少女がいた。ショートヘヤーの、見るからに気の強そうな、しかし、とびきりの美少女であった。その美少女が拘束衣を着せられ、蓑みの虫むしのようにフロアに転がっている。
















　少女が、シゲチヨを見上げた。

「キサラ……」

　シゲチヨの唇が、思わず動く。まさか、こんなに早く、彼女に逢えようとは思ってもいなかった。

「キサラだね」

「おまえは──!?」

　と、キサラの唇も動いた。

「僕だよ」

　と、シゲチヨ。

「シゲチヨ!!」

　キサラの目が、大きく見開かれた。

「シゲチヨ、おまえ……」

　上から下まで、まじまじと彼を見る。

「前から、何かあるとは思っていたけど、やっぱりそういう趣味だったのね」

「ちが～う!!」

　アイデンティティが崩壊し、シゲチヨは頭を押さえて絶叫した。

「わかってるよ」

　微笑むキサラ。

「必ず助けに来てくれると思っていたよ」

「うん……うん」

「安心しな」

　と、キサラは微笑みながら言った。

「その気持ちに免じて、おまえのその変態趣味のことは、誰にも黙っていてあげるよ」

「うあ～ぁ！」

　その瞬間、シゲチヨ・ヤマモトの中で精神こころのヒューズが一本、火花を上げて飛んだ。










　第五章　逆襲のキサラ




「俺が、海賊の『親玉』だ」

　と、スクリーンに現れた、端正な顔の軍人を見上げながらドクロク・ド・ラルゴは言った。

「この俺と話がしたいとかいう、酔すい狂きような軍人はあんたか」

　スクリーンの中、マコト・ヤマモト元帥は無言で頷いた。こいつは今までの話の通じない馬鹿どもとは違うなと、その表情を見ただけでラルゴにはわかる。

　実戦の修羅場を潜り抜けて来た目だった。それも、一度ならずだ。

「まず名を聞いておこうか」

『よかろう』

　と、ヤマモトは頷いた。

『そちらが先に名乗った以上は、礼儀だろうからな、ラルゴ船長。私は惑星連合宇宙軍元帥、マコト・ヤマモトだ』

「ほう、前の最高司令長官だな」

　とラルゴは唸うなった。

「しかも、あのタイラー提督の副官を長く務めた男だ」

『いかにも』

　とヤマモト。

『よく知っているな』

「ポッと出の海賊じゃねえ。敵である惑星連合宇宙軍のことも熟知していなくては務まらん。それに、正直言うと自分もタイラー提督には心酔しているのだ。だからその主だった幕僚の名前なら、そらで言えるぞ」

　と、妙な自慢をする。

『名を知っていただけたとは光栄だな』

　と、表情を崩さずにヤマモトは言った。交渉である以上、相手に弱味は見せられない。

『しかし、そのタイラー提督を尊敬するあなたが、何故にそのタイラー提督の御令嬢をも含む士官学校の女生徒たちを人質に取るか』

「よせやい」

　ラルゴは破顔一笑、

「あれが御令嬢っていうタマかよ」

　と、大声で笑い飛ばした。

「せいぜいが、出来の悪い不良娘だぜ。ま、それなりに父親似ではあるけどよ……」

『キサラに会ったのか？』

「ああ、あの性格には堪たん能のうさせてもらったぜ」

『ううん……そうか』

「あんたもあの娘には、苦労させられた口だな」

　ニヤリと笑う。

「しかし、俺があの娘を人質に取っている理由も、まさにそこにある」

『タイラー提督の娘だからか』

「そうだ」

　とラルゴ。

「あいつを見ているうちにますます、タイラー本人に会ってみたくなった。わかるだろ」

『わかるが……。人質はできるだけ穏おん便びんかつ速すみやかに返して貰もらいたい。これは私の強い希望だ。もし人質の誰にでも、指一本触れた場合は……』

　ヤマモトは凄すごんだ。海賊相手にも充分威い嚇かく効果のある表情であった。

「わかってるって、そう睨にらむな」

　と、ラルゴは笑って、

「実はな、人質は一人を除いて、すぐにでも返すつもりなんだ」

『本当か？』

「俺は海賊だが、政治家じゃねえから噓うそは言わねえよ」

　と、ラルゴは真顔で約束した。

「その一人が誰かは、言わなくともわかるだろう？」

『ああ……』

「人質は一人いれば充分だとわかった。タイラーの娘というだけで効果は存分にある。かえって大勢見張る手間が省けていい」

『君が利口で、有り難い』

「まあな」

　と、プライドをくすぐられてラルゴも悪い気はしない。

「とにかく、他の人質は今すぐ解放してやる」

『君の配慮に、感謝するよ』

「おだてるな。ただしキサラだけは、別だ。我々の安全が確保されるまで、返す気はない」

『わかった』

　キサラに限って、まさかのことはあるまいと、彼女をよく知っているヤマモトは、心中密かに安あん堵どする。

『で、キサラはいつ返してくれるのか？』

「身代金と交換だ。それだけの価値がねえとは、言わせねえぞ」

『わかっている』

「その身代金を、持って来る人間は一人だ」

『まさかその人間を、そっちで指定するというのではあるまいな』

「ほう」

　ラルゴは、ニヤリと嗤った。

「わかっているじゃねえか。さすがはヤマモト閣下だ」

『しかし……』

　ヤマモトの表情が曇った。

『正直に言うが、それは難しいと思うぞ。タイラー閣下は軍を退役されて久しい。我々には、閣下を呼び出す強制力はない……』

「だったら首に縄をつけてでも、引っ張って来るんだな。あんたならそれができるはずだぜ。え、ヤマモト元帥？」

『今では私にそれだけの力があるかどうかも、疑問なのだ』

「だったらキサラがいる。実の娘だろうが、え!?」

『それはそうだが……』

　ヤマモトは口ごもった。

『君は最近のタイラー閣下を知るまいから、そうも言えるだろうが……』

「まさか実の娘が可愛くないとでも抜かすか」

『それはないと思うが……閣下は隠居も同然で、あまり人前に姿を現すことを好まれない。私が最後に閣下に御目にかかったのも──』

「ごたくはいい！」

　と、ラルゴは苛いら立だった。

「タイラー自身の都合も、この際どうでもいい!!　俺はとにかく、ジャスティ・ウエキ・タイラー本人に逢あいてえんだ！　もしタイラーが来ねえようなら、キサラはおろか、他の人質の命も保証できねえぞ!!」

『…………』

「さあ、今すぐタイラーを、ここへ連れて来い！」

「お頭!!」

　と、まさにその時、血相を変えて飛び込んで来たのは副官セザンである。

「大変です！」

「うろたえるな!!　どうした？」

「キサラが逃げやした！」

「なに!?」

「うろたえんでくだせえ」

「やかましい！」

　スクリーンのヤマモトを振り向く。

「聞いての通りだ、ヤマモトさんよ」

『ああ……』

　これは厄やつ介かいなことになったなと、ヤマモトは思う。心なしか冷汗をかいていた。

「キサラが見付かるまで、交渉はペンディングだ。だが、タイラーを呼ぶという手配を忘れるなよ」

『わかった……。努力しよう』

「いい結果を、期待しているぜ」

　そう言って、一方的に通信を切った。

「まずいことになったな。あの颱たい宙ちゆう娘を逃がしたとは、こいつはちょいと厄介だぜ」

「何をするかわかりません」

　とセザン。

「馬鹿野郎！　てめえがちゃんと見張っていなかったからだろうが!!」

「済んません……」

　見るも気の毒なほどに、萎い縮しゆくするセザンであった。

「しかし、どうやって逃げたんだ？」

「わかりやせん。ただ、見張りのバークとガジルの二人が、気を失って倒れていました。いまだに意識が回復しねえんで、要領を得ねえんで……」

「あの役立たずどもが！　切り刻んでシリウスザメの餌えさにしちまえ!!」

　腹立ちまぎれに命ずるラルゴ。

「何者かが『熱田』に潜入したことだけは、間違いねえようです」

「そいつがキサラを、逃がしたってえのか。一体何者だ？」

　まさかその曲者が、たった今まで自分が話していたヤマモトの息子とは、知る由よしもないラルゴである。

「まあいい。隠れたところで、知れている」

　と、腕を組んで必死に、落ち着きを取り戻そうとするラルゴである。

「艦内を、虱しらみ潰つぶしに捜せ！　一刻も早くな。でないとあの小娘、何をしでかすか知れたもんじゃねえぞ！」

「わかってます……」

　真剣に頷いて消えるセザン。彼にとってもキサラはもしかしたら、ラルゴよりも怖い存在であるやも知れなかった。




「よく来てくれたな」

　と、シゲチヨに手伝ってもらって拘束衣を脱ぎ捨てたキサラは、笑顔を見せた。確かにその笑顔は可愛い。可愛いがしかし、怖い。その笑顔がまさに曲者であることを、シゲチヨは彼女との長い付き合いから、知り抜いている。

「礼を言うよ」

　その礼も、怖い。『礼』の向こうにあるものが、シゲチヨにはただひたすら怖い。本当に、何でわざわざ助けに来たのだろうか、自分のその気持ちが、今となってはシゲチヨにはわからない。

「助けてもらったついでに、もうひとつ……」

『来た！』

　と、シゲチヨは思った。だが、もう逃げられない。蜘く蛛もの巣にかかった蝶ちようも同然のシゲチヨである。

「あたしは今、猛もう烈れつにお腹が空すいているんだ。何か食べる物、持ってない？」

　シゲチヨはほっと安堵した。こんなこともあろうかと携けい帯たい食しよく糧りようを持って来たのだ。もし持っていなかったら、何を言われるか知れたものではない。

「あるよ」

　と、心底安堵した表情でシゲチヨは言った。

「ちゃんと持って来た」

「全部よこしな」

　とキサラは言った。

「え……」

　シゲチヨの表情が、一瞬ひきつる。

「僕の分は？」

「あるわけねえだろ！」

　とキサラは言った。

「何考えてるんだよ、ボケ、カス！　自分を何様だと思ってる」

　仮にもこれが、助けてもらった者の態度なのである。しかし、これでもキサラはシゲチヨに感謝しているのだということを、彼は『経験』から知っていた。

「言ってみろシゲチヨ。おまえはあたしの、何だ!?」

「…………」

「何だって訊きいてるんだよ!?」

「は、はい……」

　泣きそうな表情になりながら、シゲチヨは囁ささやくような声で言った。

「ど、奴隷です……」

「なんだ、わかってるじゃないか。そう、それでいい」

　と、微笑んでキサラ。

「奴隷が御主人様を助けるのは、当然のことだよな」

「は、はい……」

「まあその気持ちに免じて、今回だけは勘弁してやる」

　何を『勘弁』してくれというのだ。

「さあ、食い物、全部よこしな」

「はい……」

　シゲチヨはあるだけ全部を差し出した。下手に隠したりしようものなら、どんな目に遭あわされるか、知れたものではないからだ。

「いい子だよ、おまえ……」

　キサラは傍若無人に、その旺おう盛せいな食欲を満たし始めた。別名『底無しの胃袋』と呼ばれ、その外見からは信じられないほどの大食いグルマンなのである。しかも質より量というポリシーの持主であった。彼女なら、たとえどんな惑星でも、生きていけるだろう。

「欲しい？」

　と、ほっぺたに冷凍乾燥米をくっつけたままで、キサラはシゲチヨを振り向いた。

「う、うん……」

　と、シゲチヨが遠慮がちに頷くと、

「やらねえよ、バカ」

　と、すぐに食事に戻る。

『そうか……』

　と、殊こと更さらに自分を苛いじめるキサラを見ているうちに、シゲチヨには何となくわかった。

『キサラは、この僕に助けられたことが、自分でもどうしようもないくらいに照れ臭いんだ。だからこそ、わざと僕に──』

「おい」

　そんな心の内を見透かしたかのように、キサラはシゲチヨを睨にらむ。

「一度くらいあたしを助けたからって、いい気になるなよ！」

「うん」

　萎い縮しゆくするシゲチヨ。

「言っておくけど、あの程度のピンチくらい、わざわざおまえが来なくても、自分で何とか凌しのげたんだ」

「だろうね」

「信じてないだろ」

「そ、そんなことは……」

「信じてねえんだよ、その目はよ!!」

　と、やおら立ち上がったキサラは、シゲチヨを足あし蹴げにした。

「し、信じてる……」

　と、涙ぐむシゲチヨ。

「信じてるよ、キサラ」

「よし」

　と、食べ残した携帯食糧のパックを、シゲチヨに突き返し、

「食っていいぞ。許す！」

　と言った。既に美味しいところはほとんど残っていない。偏食を絵に描いたようなキサラだけあって、肉は全部食べても、乾燥緑黄野菜は手付かずだった。

「もうちょっと、嬉しそうな顔をしろ」

「うん……」

　体で隠すようにして、せせこましく食べるシゲチヨ。

「兄弟多い割には、食べるの遅えな」

「うん……。父さんが躾しつけにはやかましかったから……」

「あたしなんかひとりっ娘こだけど、食べるの迅じん速そくだぞ。まったくトロい上にワガママだな、シゲチヨは──」

「うん……」

　自然に涙が、溢あふれてきた。キサラにワガママと言われては、人間やめたくもなる。

「食いながら聞け」

　と命令口調のキサラ。黙々と食べながら、無言で頷くシゲチヨ。

「あたしはこれから、マスミたちを助ける」

　無言の頷き。

「助けるのはあたしだ」

　無言の了解。

「だからおまえ、囮おとりになって、連中の目を引き付けてくれ」

　思わず食事を喉のどに詰つまらせて、噎むせるシゲチヨ。

「そんな──」

「不服か？」

「死ぬかも……」

「当然だ」

　胸を張って言うキサラ。

「あたしのために死んでくれ」

「…………」

「嫌か？」
















　嫌と言えない、自分が哀しい。

「その目は不ふ服ふくそうだぞ」

「だって……」

「男が女の前で泣くな！」

　これはキサラに、一理ある。現にシゲチヨは、いつも父からそう言い聞かされてきた。それを思い出し、涙を拭ぬぐう。

「おまえ一人が死ねば、八方丸く収まるんだ。何が不服だ、シゲチヨ！」

「うん……わかった」

　もうどうにでもなれと、シゲチヨは思った。

「囮になる」

「やれやれ、ワガママで自分勝手な乾こ分ぶんを持つと、苦労する」

　キサラにはワガママとはどういうことか、おそらく一生わかるまい。

「まだ食っていやがる」

　とキサラは笑った。

「呆れた奴だ」

「く～っ」

　顔には出さず、肚はらで泣くシゲチヨ。

　キサラはまじまじと、シゲチヨの女装を見た。

「似合うな、案外……」

「そんな……」

「褒ほめてんだよ！」

　途端に不機嫌になる、キサラである。

「まあおまえに、そんな趣味がなくてよかったよ」

「わかるの？」

「わかるさ」

　と、キサラはシゲチヨの頭を撫なでなでした。

「パンツが丸見えだぞ」

「あ──」

　慌てて足を閉じるシゲチヨ。

「やっぱり思った通りだな」

　くすくすと笑うキサラ。

「スカート穿はき慣れてねえの、モロわかりだ。女装趣味があれば、自然防備も固くなる」

「なるほど──」

　キサラはこう見えて、頭の回転は早い。知識も目一杯偏ってはいるが、まあ豊富だ。

「だからって。あたしより制服似合うのは、許せねえんだよ！」

　と、拳げん固こで頭を小こ突づいた。

「うう……」

　シゲチヨの人生は、こんな毎日の繰り返しだった……と書けば、少しは彼に同情して貰えるであろうか。

　出し抜けに、警報が鳴った。

「みろ、シゲチヨ!!」

　と、キサラは重ねて、シゲチヨの頭をド突いた。

「おまえがグズグズ食ってるから、連中に気付かれちまったい！」

「ごめんなさい……」

　食べながら謝るシゲチヨ。逆らっても無駄だとわかっているので、条件反射的に謝り癖ぐせがついている。

「ぐずぐずしてられねえぞ」

　そう言って、シゲチヨの手から麻痺銃パラライザーを奪った。

「それは……」

「持つべき者が持つのが当然だろう？」

「はい……」

　うなだれるシゲチヨ。

「他に隠し物があったら、今のうちに申告しておいた方が身のためだぞ」

「ないです……」

「本当だな？」

「誓って……」

「よし!!」

　キサラは笑って、

「じゃあ、囮になってもらおうか」

　と言った。

「丸腰で？」

「囮に武器は要らねえ」

「…………」

　心はただ、涙ナミダである。

「死んで来い!!」

『死んでやる！』

　と思った。

『かくなる上は、潔いさぎよく立派に散ってやる!!』

「シゲチヨ……」

「はい」

「済まねえな。いくらあたしの美貌と才能のためとはいえ、おまえの犠牲、無駄にはしないよ。将来あたしが出世したら、記念碑くらいは建ててやる。『シゲチヨ・ヤマモト殉職の地』ってな。あ、ここは宇宙空間か──」

「とほほ……」

「じゃ、立派に散ってくれ」

「────」

　キサラと別れた後、シゲチヨは泣いた。さめざめと泣いた。




「敵は二人のようです」

　と、セザンが報告する。

「一人はどうやら、キサラですな」

「ンなこたわかってる!!」

　と苛いら立だつラルゴ。

「もう一人は!?」

「それが、バークの野郎のうわ言によれば、どうやら一見別べつ嬪ぴんに見えて、その実は男のようなんで……」

「男はいらねえ」

　と、ラルゴは即座に言い棄てた。

「見付け次第、ぶち殺せ」

「いいんで？」

「キサラ一人が無事なら、人質はじゅうぶんだ」

「なるほど……」

「わかったら、さっさと動け」

「既に武装した連中を、向かわせました」

「キサラには、怪け我がさせるなよ」

「わかってまさあ」

「もう一人は、原子分解したって、構わねえからよ」

　つくづく不幸なシゲチヨである。作者でさえ、書いていて気の毒になってきた。




「ひええ！」

　飛び交うレーザーや銃弾の中を、シゲチヨは必死で逃げ回る。彼自身は意識してはいないだろうが、また、知っても少しも嬉しくはなかったであろうが、キサラが命じた囮としての任務を、立派に果たしていた。

「もう嫌だ～!!」

　泣きながら、逃げる。

「アードラの神様……」

　と、母のシアから教えてもらった、ラアルゴンの神様の名を唱える。

「ひとつだけ、お願いがあります。僕の今こん生じようは、ここで果てるとも構いません。ですから次に生まれ変って来る時には、どうかキサラの近くにだけは生まれて来ませんように……」

　まさに魂の叫びであった。

　だが、彼のその願いは、叶えられることはなかった。

　シゲチヨは、ここでは死なない。何故なら彼の苦難は、まだまだ続くからである。読者の皆様も、どうか御安心（？）を──。

「いたぞ!!」

　海賊たちが、叫ぶ。

「逃がすな!!」

　ビームが頰を掠かすめる。

「追い詰めたぜ」

　どうやら動力炉らしい区画に追い込まれてしまったようだ。

　銃撃が、熄やんだ。

「まずいな……」

　海賊たちが、囁ささやいている。

「あそこに立て籠こもられちゃ、撃てねえぜ」

　まかり間違って撃てば、反応炉に命中して艦ふねごと吹き飛ぶ。

「誰か、行って来い！」

「そいつは御免だ」

「ああ、当然武器を持ってるだろうからな……」

　すべての武器はキサラに取り上げられて丸腰であろうとは、さすがに連中も思うまい。

「おい、小僧！」

　と、海賊の一人が叫んだ。

「おとなしく出て来い。すぐに寄ってたかって楽にしてやるから……」

「馬鹿、そんな勧告があるか!?」

「済まねえ。つい、いつもの癖が……」

「ひええ……」

　シゲチヨはもう涙も涸かれてしまった。

　同時に肚はらも据すわってきた。

　どうにでもなれと思った。少なくともここにいる限り、連中は迂う闊かつには手が出せないわけだ。

　そう思って、動力室の扉を開け、中に入る。

「あ──!!」

　そして仰天した。

　動力室の中には、数十人の女生徒が監禁されていたからだ。

　普通なら、悦よろこばしい光景であろうが、今のシゲチヨには花を愛めでる余裕すらない。

「て、てめえ──！」

　動力室の中には、一人の銃を持った海賊がいて、シゲチヨを睨みつけた。

　一難去ってまた一難、前門の狼、後門の虎である。

「何処から!?」

「お邪魔します」

　場違いにも、咄とつ嗟さに頭を下げるシゲチヨ。律りち義ぎである。

　その途端に、被かぶっていた鬘かつらが、頭から落ちた。

「て、てめえは……」

　海賊が、恍こう惚こつとした目になる。

「男……」

　銃を捨て、そいつがにじり寄って来た。

「男なのね」

　科しなを作って、気色悪いこと夥おびただしい。

「しかも美少年……嬉しいわあ」

「げ──!!」

　シゲチヨは二人組に襲われた時以上に、貞操の危機を感じた。

　男所帯の海賊の中には、当然そういった趣味の者もいる。確かに女に興味がないのであるから、女生徒を見張らせておくには、最適であろう。適材適所と言う訳である。

「可愛い坊や……」

「や、やめてください!!」

「怖がることはないわ」

　青々と剃そった、髭ひげ面づらを押し当ててきた。その感触と頰にかかる息に、シゲチヨの意識は一瞬遠くなりかけた。

「ひ、ひええ……」

　が──

　思わぬところから、救いの手は差し伸べられた。

　海賊が頭を押さえて倒れる。人質の中にいた教官が、海賊が捨てた銃を拾い上げ、思い切り頭を殴りつけたのだ。

「う……」

　倒れた海賊に、女生徒たちが文字通り『殺さつ到とう』した。

「こいつ!!」

「よくも！」

「剝むいちゃえ!!」

「ひ──ッ！」

　おかま海賊が、絶叫した。

「助けてくれ──ッ!!」

　誰が助けるかと、シゲチヨは思った。

「あ、あたしは、女は駄目なのよ──ッ!!」

　合掌。しかし、女は怖いとシゲチヨは思った。キサラ一人でも怖いのに、それが集団である。海賊はまさに、ピラニアの池に落ちた牛であった。

「あなたは……」

　そんな騒ぎをよそに、銃を奪った教官がシゲチヨを見た。

「シゲチヨ・ヤマモト……」

「キム校長！」

　当然シゲチヨも、キョンファ・キム大佐とは面識があった。

「潜入者というのは、あなただったのですね……」

「はい」

　と澱よどみなく、頷くシゲチヨ。

「それにしても……」

　と意外に制服の似合うシゲチヨを、キムはしげしげと眺ながめ、

「ヤマモト閣下の御令息に、そういう趣味があったとは……」

「違います」

　もういちいち弁解する気力すら、シゲチヨにはない。

「まあよろしい」

　と、キム。

「このことは、お父上には、内緒にしておいてあげます」

「だから、違うと言うに!!」

「それはさておき──」

「おくな──ッ！」

「武器も持たずに潜入とは、なんと無謀な。それでも軍人の子弟ですか」

「いちおう、持っては来たんですけどね……」

「まあいいでしょう。こちらには銃一挺しかないとはいえ、士官学校の女生徒が四十人……立派な軍隊です」

「なるほど」

「しかも反応炉を盾たてに取っている以上、連中も迂闊には手が出せません。お手柄ですよ、シゲチヨ」

「はあ……」

　シゲチヨは照れ臭そうに頭を搔いた。

「シゲチヨくん！」

「あ──!!」

　呼ばれて振り向くと、あの魔の第四十二班の面々であった。

「マスミさん……、エリザさん、イリナさん……」

「覚えていてくれたのね」

　三人はシゲチヨを取り囲んだ。彼はまたしても、悪魔の爪にかかったことを、本能で察さつ知ちした。

「光栄だわ……」

「それほどでも……」

　前にキサラに女子寮に連れ込まれた時は、四人がかりでさんざんにいたぶられた。その生々しい記憶が、甦よみがえる。

「知り合いですか？」

　とキムが尋たずねる。

「ええ、まあ……」

　とシゲチヨは曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

「でもまさか、あなたに女装趣味があったとはね……」

「だからこれは……」

「いいのいいの、言い訳しなくても。たとえ変態でも、女装が趣味でも、シゲチヨくんはシゲチヨくんなんだから……」

「く──ッ！」

　イリナの言葉に、シゲチヨは泣いた。

「そうよ。お姉さんたちが、守ってあげるからね」

　とマスミ。

　さすが、キサラのルームメイトである。

「いらっしゃい、坊や……」

「もしもし……」

　世界が違う。

　その時である──

　不意に、

『やい、海賊ども！』

　と、モニタースピーカーから、聞き覚えのある大だい音おん声じよう。

『この『熱田』は、あたしが占せん拠きよしたからね!!』

「キサラの声よ！」

　マスミが叫んだ。

「やってくれたわ!!」

「あの問題児が……」

　頭を抱える、キム大佐。

「派手好きな性格は、父親譲りなんだから……」

「海賊に同情します」

　とシゲチヨ。

「シゲチヨくん」

　と、キムが彼を見た。

「あなたも、苦労しているようね」

「慣れですよ、慣れ」

　と、シゲチヨは達たつ観かんした表情で言った。

「慣れてしまえば、どうということも……」

『聞こえてるぞ、シゲチヨ!!』

　激怒したキサラの声。

「ど、どうして……!?」

　見るも気の毒に、うろたえるシゲチヨ・ヤマモト。

『こんなこともあろうかと、おまえにはこっそり盗聴器を付けておいたんだ』

「ひ、ひどい……」

　まるで信用してもらえなかった訳だ。

『しかし、言い逃れできまい。これでおまえの本心は、ようくわかった……』

　妙に冷めた声で言われると、心の底から怖い。

『あとでたっぷりと、おしおきしてあげるから、覚えておいで』

「くくく……」

「はい、泣かない泣かない」

　と、エリザがシゲチヨの頭を撫でた。

「盗聴器がなくても、どのみちあたしたちが、告げ口してたんだから……」

「く──っ」

「当然おしおきは四人がかりだからね」

　と、微笑みながらイリナ。

「楽しみにしてなさいね」

『死のう』

　と、シゲチヨは思った。

『さあて、海賊さんたち』

　と、キサラはなおも言った。その声から、悪魔のような笑顔が手にとるようにわかる。

『あんたたちも、おしおきしてあげないとね。今あたしの手には、この艦の自爆装置のスイッチが、握られてるんだ』

　噓ではないことは、キサラをよく知るシゲチヨたちにはわかっていた。

『押せば、ドカン』

「や、やりかねないわよ……」

　と、エリザがブルった。

「あの娘こなら──」

『どうっしようかなぁ～』

　キサラの声と同時に、スピーカーからは、スイッチを弄もてあそぶ音が……。

　手が滑すべらなかったのは、幸いであった。










　第六章　真打ち登場！




「小こ癪しやくな小娘が……」

　と、キサラの『艦内放送』を聞いてラルゴは激怒した。

「どこまでこの俺をコケにしくさる！　もう容赦はしねえ。タイラーの娘だろうが何だろうが、捕まえて、この手で首根っこへし折ったる!!」

「で、ですが親分、相手は大切な人質……」

　と、身の程知らずにも諫いさめようとする副官セザンを、

「すっこんでろい!!」

　と、凄い表情で睨にらみつけた。

「これはもう、俺自身のプライドの問題だぜ。あんな娘っこにいいようにあしらわれちゃ、これからの海賊稼業にだって差し障りがあらあ……」

　そう言いながら、自らガンベルトを腰に巻き、剣を差す。

「サシで、決着をつける！」

　と豪語した。これはキサラを一人前の敵として認めたことに他ならない。

「てめえらは、手を出すな」

　と親分自ら言われては、

「へい……」

　と引き下がるしかあるまい。

「どうかお気の済むように、なさいまし」

「キサラが立て籠こもっている場所は、何ど処こだ!?」

「そ、それが……」

　とセザンは眉まゆをしかめた。

「この艦ふねの、廃棄物処理場なんで……」

「なるほど」

　と、ラルゴは唸うなった。

「あいつらしいぜ。なるほど、あそこなら動力炉とはまた違った意味で、迂う闊かつに手は出せねえからな」

「突とつ拍ぴよう子しもねえように見えて、頭の切れる小娘でやす」

「いっそ女海賊にでも、生まれるべきだったかな。あの伝説の女海賊、シア・ハス姐あね御ご以上のタマになったかもな……」

「そうに違いありますめえ」

「まあいい」

　ラルゴは剣を抜いた。

「キサラとツーショットだ。刺し違えても、プライドは守る！」

　あのタイラーの娘と相討ちなら、それも悪くはあるめえと、ラルゴは思った。

『熱田』の廃棄物処理場は、ある意味で艦内でもっとも危険な場所と言ってよかった。外宇宙を長期間航行する宇宙船なら、どんな船でも処理施設を内部に持っている。ここで残飯やゴミなどを分解処理し、無害なペレットに変えるのだ。そうして処理されたペレットは建材などに再利用するわけだが、そうした処理施設で作業員が装置に巻き込まれ、『人柱』になってしまうといった事故も、けして珍めずらしくはない。

　ちょうど下水処理場のような巨大なタンクに、廃棄物が蓄たくわえられ、そこに細いキャットウォークが渡されている。いちおう手て摺すりは付いているが、頑丈には程遠い代物だ。足を踏み外せば、そこには高温状態に熱せられた廃棄物か、さもなくばその廃棄物を分解するための酸のプールが待っている。どちらに落ちても即死は免れない。

「お誂あつらえ向けの、特設リングだぜ……」

　と、ひさびさに骨のありそうな相手との決闘に対し、ラルゴは自分自身を鼓こ舞ぶした。

「相手に取って、不足はねえ」

　扉を開くと、噎むせ返るような熱気が顔に当たった。同時に鼻が曲がるほどの悪臭がツンと鼻孔を刺激する。キサラもよく我慢しているものだ。想像以上に神経は図太いらしい。

「気に入ったぜ」

　と、キャットウォークの向こうにいるキサラの姿を確認し、ラルゴはニヤリと嗤わらった。

「いい覚悟だ……」

「来たね、海賊の親玉」

　と、キサラもその姿を見てほくそ笑んだ。その手には、『熱田』の自爆装置が、しっかりと握られている。

「全員宇宙の塵ちりってのも、つまらねえだろう」

　とラルゴ。

「どうでえ、この俺と、サシで決着をつけねえか？　無制限一本勝負、廃棄物処理場デスマッチってわけだ」

「いいわ」

　とキサラ。

「多少相手はセコいけど、そう言いだすと思ってたわ。リングもこちらで、選ばせてもらったし……」

「そうしたかったんだろ？」

　ラルゴは今では、キサラにある種の親近感さえ抱いている。

「お互い、生まれる時代を間違えたようだな」

「そんなことはないわ」

　とキサラは首を振った。

「これから、あたしの時代を築くんだからね」

「どっちが勝っても恨みっこなしだぜ」

　とラルゴ。

「いずれにせよ、人質は解放してやる。俺も漢おとこだ。約束は守る！」

「当然よ」

「最初は、タイラーに逢いたかったんだけどなあ……」

　ある種の恋愛感情にも似た表情を浮かべ、ラルゴは言った。

「今では、タイラーの娘としてではなく、おまえ自身に並々ならぬ興味がある。おまえと決着をつけなきゃ俺は、男を名乗れねえ!!」

「いい覚悟じゃん」

　キサラは笑って言った。

「武器は何を使うの？」

「銃もいいんだがなあ……」

　と、ラルゴはガンベルトを解いて、捨てた。

「古風に剣ってのは、どうだ？」

「いいかもね」

「それとも、体力的にハンデがありすぎるか？」

「異存ないわ」

　とキサラ。

「望むところよ」

「そう言うだろうと、思っていた。負けず嫌いな、女だからな」

　ラルゴは持っていた剣の一本を、キサラに向けて放った。キサラはそれを軽々と受け取る。実際、軽いのだ。

「強化セラミックの剣だ」

　と、ラルゴ。

「女の力でも、鋼を両断できる。斬きれ味に関しちゃ、ハンデは関係ねえ」

「らしいわね」

　キサラは鞘さやから剣を抜いて、グレーに鈍い輝きを放つ刀身を見る。バーコードに似た刻こく印いんが打ってあるのだが、あたかもそれは、古代のルーン文字のようでもあった。

　ラルゴも剣を抜く。まったく同じ剣である。

「いくぜ」

「覚悟はいいわ」

　キサラは鞘を投げ捨てた。

「キサラ敗れたり……」

　と、ラルゴがほくそ笑む。

「なによ!?」

　むくれるキサラ。

「鞘は剣を収めるもの。勝つつもりならば、何故に鞘を捨てる？」

「それはね……」

　一瞬微笑んで、

「こうするからよ！」

　と、その剣をいきなり、ラルゴめがけて投げつけた。

「う──!!」

　危ういところでラルゴは避けた。剣は深々と金属製の隔壁に突き刺さり、ラルゴの頰につっと、血の糸が流れた。

「な、なんてことしやがる……」

　完璧に意表を突いた攻撃であった。Ｇの軽い宇宙船内ならばこそ有効な戦法である。

「あら、外れちゃった」

　と、こともなげにキサラ。

「代わりの剣を、ちょうだい」

「だ、誰が……」

　と、真っ青になりながらラルゴは言った。

「もう少しで串くし刺ざしにされるところだった……。とんでもねえ娘だぜ」

「油断した、あんたが悪いのよ！」

　両手を腰に当て、得意げに言うキサラ。

「もう容赦しねえ。少々見み縊くびりすぎていたようだ」

「だったら早く、剣をよこして」

「いいや」

　とラルゴ。

「気が変わった」

　頰の血を拭ぬぐいながら、剣を捨てた。

「てめえは素手で、絞め殺す！」




「決死隊を、組織した」

　と、イサム・フジは通信モニターの中の相手に向かって、極秘回線で呼びかける。

「あと十分待って返事がないようなら、『熱田』に突入させようかと思います」

『それはまずいな』

　と、モニターの中でマコト・ヤマモトの端正な顔が渋っていた。

『結論を急ぎ過ぎないか、イサム？　いや、フジ元帥』

「ですが、ヤマモト元帥……」

　とイサムは自分の前任者である先の最高司令長官に向かい、言った。

「他に、手段は……。タイラー提督が来られるという保証がない以上、違いますか？」

『それはそうだが……。危険が大き過ぎる』

「わかっています。万が一の場合は、自分が責任を……」

『貴官に責任を取ってもらっても、せんのないことだ』

　とヤマモトは言った。

『命に何が替えられよう』

「ではタイラー提督は、来られるのですか？」

　その質問に、ヤマモトは黙って首を振るしかない。

『連絡は取ってみた。考え得る限りの手段で……。だがアポイントは取れなかった』

「やはり……」

　と、イサムの眉も曇った。

「あの方は、もう我々の前に現れることはないのでしょうか？」

『そうとは限るまいが……』

「それはそうとして、この宙域はちょっとした同窓会場みたいになってきましたよ」

『そのようだな』

「噂うわさを聞き付けた連中が、続々と集まってきています。誰も彼も、あの方に逢いたがっています」

『敵も味方も、だな……』

「はい」

『おおかた決死隊に志願したのも、同窓会のメンバーだろう』

「よくおわかりですね」

『伊だ達てに長いこと、同窓会の『幹かん事じ』はやっていないよ』

　とヤマモトは笑った。

『察するに、クライバーン大佐だな』

「はい」

　ミッキー・クライバーンも、今では惑星連合宇宙軍海兵隊の大佐となり、あのキーナンの衣い鉢はつを継いで、強きよう襲しゆう揚よう陸りく艦かんの艦長になっていた。彼も五十の坂を越えて現役で、あちこちの惑星の内戦で数多あまたの傷を負い、躰からだは半分以上サイボーグになったと聞いている。

『まあ、もともとサイボーグみたいな奴だったけどな……』

　とヤマモト。

　その老兵が、タイラー提督の娘の危機に、自ら決死隊に志願したのだ。

「タイラー提督の人望には、改めて頭が下がる想いです」

『ああ』

　頷うなずくヤマモト。

『あとは主賓を、待つばかり、か……』

「それが問題なんです」

　とイサム。

「ここまで揃そろったら、本当に来てくださるんじゃないでしょうか」

『私もそれを、望んでいる』

「だと思いました」

『だがあてにしてはいかん。あくまでも我々の力で解決するのだ。人事を尽くして、天命を待つ、だ』

「あの方は天命なのですね」

『昔からそうだったじゃないか』

　と、実に懐かしそうにヤマモトは言うのであった。

『いつもいつも、まことに絶妙のタイミングで現れるのだ』

「では、我々の手で──」

　と、イサム・フジは言った。

「その絶妙のお膳ぜん立だてを、整えて差し上げましょう」

『異存なし、だ』

「実は──」

　と、イサムは言った。

「密ひそかに家内を呼んで、あるのです。もう間もなく、着くはずですが──」

『アザリン陛下をか!?』

　これにはヤマモトも驚いた。

「はい」

　頷くイサム。

「僣せん越えつながら、彼女を欠いては同窓会が、成り立たないと思いまして……」

『その通りだ』

　とヤマモト。

『まことに失礼ながらフジ元帥、貴官抜きでも、同窓会は滞とどこおりなく進行するがな』

「そうでしょうね」

　イサムは一瞬むくれた。しかし、次の瞬間にはもうもとの表情に戻っている。立ち直りが早いのも、昔のままだ。

「それと、もう一人、これは招かれざる客かも知れませんが……」

『なに!?　他にもゲストがいるのか？』

「同窓会にやや水を差すことになるかも知れませんが、タイラー提督が来られるなら、自分もぜひ参上したいという、男が一人……」

『誰だろう？』

　ヤマモトは首を捻ひねった。

「おわかりに、なりませんか？」

　と、いささか勝ち誇った表情のイサム。

「私の、父ですよ」

『フジ閣下が!!』

「はい」

　イサムは頷いた。

「招かれざる客とは思いますが……」

『大歓迎だよ！』

　と、一も二もなく、ヤマモトは言った。

『名にし負う、悪役まで揃うとは……あ、いや、失礼』

「構いませんよ」

　とイサム。

「ススム・フジ退役大将は、ひさびさに昔の制服を引っ張り出したそうです。それも、参謀総長の肩章まで、クリーニングに出して……」

『嬉うれしいんだな』

　その気持ちはわかる。

『しかし、懐かしい』

「本人はタイラーの顔を見たら、昔通りに憎まれ口のひとつもきいてやるとか言っておりましたが、きっと何も言えなくなってしまうのではないでしょうか？」

『そういうものだよ』

　とヤマモトはしみじみ。

『小学校の同窓会でも、いじめられた奴ほど、よく覚えているものだ』

「ははは……」

『大将閣下も、だいぶよい方向に枯れられたのではないか？』

「たまに遊びに行くと、いいおじいちゃんですよ。なけなしの軍人年金の中から、孫に小遣いをくれたりして……。こっちは今や、銀河で一、二を争う大富豪なのに……」

『そういうものだ』

　とヤマモト。

『親から見れば、子供はいくつになっても子供……。そして自分の子供に限っては、目が届かなかったりするものなのだ』

　たった今、自分の言った台詞セリフが冗談ではないことを、マコト・ヤマモトはまだ知らなかった。




「てめえだけは、この手で殺す！」

　と、武器を投げ捨ててラルゴはキサラに迫った。

「来るな!!」

　とキサラ。

「それ以上、暑苦しい顔を近付けるんじゃない！」

　そう言って、手にしたリモコンスイッチを見せる。

「それ以上近寄ると、こいつを押すわよ!!」

「やってみろ」

　とラルゴ。

「全員死ぬんだぜ。てめえもな、キサラ」

「…………」

「思った通り、まだ死にたくはねえようだな」

「誰が、あんたなんかと心中を──」

「よこしな」

　キサラの手から、スイッチをもぎとる。

「こんな物は、こうだ」

　と、廃棄物処理槽に投げ捨てる。スイッチはたちまち、酸によって分解されてしまった。

「次はてめえを、投げ込んでやる！」

　ラルゴは本気だった。

「てめえが溶けるところを、笑いながら見てやるんだ!!」

「誰が──」

　黙ってやられるような、キサラではない。シゲチヨから奪ったスタンガンで、反撃に出た。

「あたしはパパより凄い派閥を、銀河に築いてやるんだ！」

「やはりな……」

　とラルゴ。

「無視しているようで、誰よりも父親を意識してやがる。だが偉大な父親は、そうおいそれとは超えられねえぜ」

「うるさい！」

　スタンガンをラルゴの首筋に押し当て、スイッチを押す。しかし、ラルゴは平然と嗤わらっていた。

「電源切れか……」

「ちったあ効いたぜ」

　と、ラルゴは痒かゆそうに髭だらけの首筋を、ボリボリと搔いた。

「三百ボルトぐらいだったかな……」

　並の体力ではない。キサラは生まれて初めて、怖くなった。しかし顔には出さない。

「もう種切れか？」

「なにを！」

　夢中でラルゴに組み付くが、体格ではどうしようもなく不利だった。ラルゴの体重は、正味キサラの三倍はある。スーパーヘビー級とバンタム級の差であった。

「ちったあしおらしくしろ!!」

　と、キサラの腕を逆手に捩ねじり上げながらラルゴは言った。

「嫁の貰い手が、なくなるぞ」
















「いいもん……」

　苦痛を堪えて、キサラは言った。

「ちゃんと万が一の場合のキープは、確保してあるんだ！」

「なに──!?」

　その瞬間、そのキープくんが背後からラルゴに、渾こん身しんの力を込めて体当たりした。

「キサラを放せ!!」

　とシゲチヨは叫ぶ。

「うぉっ！」

　ラルゴは一瞬バランスを崩しかけた。危ういところで手摺に摑つかまったが、今度はその手摺が、ベリッと剝はがれる。

「この野郎!!」

　必死でバランスを整えたラルゴは憤怒の形相凄まじく、シゲチヨに向き直った。

「まずはてめえからだ！」

　シゲチヨは夢中で飛び出して来たのであろう、寸鉄すらその身に帯びてはいない。

「バカ!!」

　と、キサラが叱しつ咤たした。

「どうして何も持たずに来た!?　もうちょっと状況というものを把は握あくせんか！　たとえば対戦車ミサイルを持ってくるとかいう気の利いたことはできんのか!?　この役立たず!!　だからてめえは、駄目なんだ、アホ、ボケ、カス！」

「わからないよ……」

　と涙ぐむシゲチヨ。

「体が勝手に動いた……」

「奴隷根性が体に、染み付いてやがる」

　と、ラルゴが笑った。

「小僧、怖くないか？」

「怖いよ……」

　とシゲチヨ。

「わからねえな」

　とラルゴが言った。

「そこまでして、この娘を助けるほどの価値があるとも……」

「僕にだって、わからない」

　震えながらシゲチヨは言った。

「でも、守んなくちゃいけないんだ！」

「殊しゆ勝しような心掛けだ。だが、てめえもつくづく、難なん儀ぎな性しよう分ぶんに生まれ付いてやがる」

　ラルゴはキサラを無視し、シゲチヨに向けて一歩踏み出した。

「その盲目的な優しさが、てめえの命取りだぜ」

「あ、ああ……」

　さっきは自分でも信じられないくらい瞬間的な勇気を振り絞って、というか咄とつ嗟さに体が動いたシゲチヨであるが、ラルゴに正面から迫られると、今度は体が動かない。

「待て！」

　手摺にしがみつきながら、キサラが叫んだ。

「シゲチヨには、指一本触れるな！」

「キサラ……」

「シゲチヨは、あたしの大事な奴隷だ！　あたしの財産だ。だから、あたしが……命に替えても、守る！」

「ふん」

　と、ラルゴは鼻で笑った。

「今さら何を……。そんなことを言っても、こいつはちっとも嬉しくはなかろうぜ」

「嬉しいよ」

　とシゲチヨ。

「嬉しいよ、キサラ」

「ちっ」

　と、軽蔑した表情のラルゴ。

「どうかしてやがる。おい」

　と、キサラを振り向く。

「今からてめえの大事なキープくんを、処理槽に放り込むところを、そこでゆっくりと見物してな」

「キサラ……」

「泣くなよ、男が！」

　とキサラは叱咤した。

「さっき助けに来てくれたときは、てめえごときが白馬の王子に見えちまったが、それも一瞬だったな」

「ぐすん……」

「てめえはやっぱり、根性なしの役立たずだ。このまま生きても、一生あたしの奴隷だ。そこで立派に死ね！　その方が楽だぜ」

「あ──」

　シゲチヨの中で、何かが音を立てて切れた。

「あああああああ!!」

　彼の『自己』が崩壊した。

　頭を抱えて、叫ぶ。

「せ、せっかく……」

「なに!?」

　と、ラルゴが一瞬、目をしばたいた。

「顔付きが変わりやがったぜ、こいつ……」

「せっかく、た・す・け・に・き・て・やっ・た・の・に……」

　シゲチヨが凄い形相で、立ち上がった。

　今までキサラも見たことがない大魔神か超人ハルクかという表情であった。

「シゲチヨ……」

「てめえは……」

　とシゲチヨ。

「なに!?」

　驚きよう愕がくの表情のラルゴ。

「てめえはそれしか、い・え・ね・え・の・か・よお!!」

　十五年分の、溜たまりに溜った鬱うつ積せきが、そこで爆発したのだった。こうなると、もう誰にも止められない。既にシゲチヨの眼中には、ラルゴはなかった。

「うぉ──！」

　一瞬気け圧おされ、たじろぐラルゴ。

「邪魔だ、どけ──っ!!」

　シゲチヨは自分とキサラとの間にある障害物、つまりはラルゴを、いともあっさりと押しのけて突進した。

「うわっ！」

　ラルゴの巨体は、手摺を躍り越えた。

「ひ──っ!!」

　悲鳴が尾を引く。

「キサラ、てめえ！」

「あによ!!」

　だが、キサラは鼻息荒く、そのシゲチヨの全身を受けて立った。

「このボケ！　目を覚ませ!!」

　と、言うなりシゲチヨの頰を、

　ぱぁん

　と張った。

　その音は処理場内に、やけに大きく反響したのである。その音を聞いただけで、

「あ──」

　と、あれほど凄まじかったシゲチヨの怒りは、憑つき物みたいに落ちてしまった。

「目が覚めたか……」

「…………」

　キョトンとするシゲチヨ。

「僕は……」

「ようも言うてくれたの～」

　と、今度はキサラの怒りが炸さく裂れつする番であった。

「シゲチヨ、何かあたしに、文句あるの。あるのなら、言うてみ」

「べ、別に……」

　しどろもどろになって、うなだれるシゲチヨ。

「な、ないです……はい……。ありません」

「ふんっ!!」

　キサラの鼻息で、文字通りシゲチヨは後じさった。

「ならいいのよ。二度とあたしに、逆らおうなんて思うなよ。その時は──」

　シゲチヨを、睨む。

「いいね」

「はい……」

　平伏すシゲチヨ。

「お～い！」

　と、捩じ曲った手摺に辛うじて摑まり、爪先三センチのところで処理槽ぎりぎり、忘れ去られているラルゴが叫んだ。

「もしよかったら、助けてくれィ！」




「どうやら……」

　と、その宇宙船のブリッジで、椅子に腰掛けたその男は、呟つぶやくように言った。

「今回は僕が出るまでもなく、一件落着しちゃったみたいだねえ」

「はい、提督」

　と、彼の前方、操縦席に腰掛けていた金髪碧へき眼がんの男性が振り向いた。もう若くはないが、今でも充分にハンサムで通用する顔だった。むしろ若い頃よりも年輪と渋みが増した分、その気になれば若い女性を泣かせるかも知れない。しかし彼は、仲間内でも名うての恐妻家で通っていた。どうもこの宇宙では、全般的に女性が強い。銀河が平和な証拠だ。

「出番がなくて、残念でした」

「そうでもないよ」

　と、彼は言う。貧相な顔立ちの中年男だが、えも言われぬ愛あい矯きようがある。

「まだまだ、物語は再開したばかりさ。僕の出番は、これからいくらでもある。今回は顔見せくらいにしておこう」

「そうですね」

　と、金髪の美中年は頷いた。

「提督」

「提督は、よしてくれ」

　と、彼は笑って言った。

「もう僕は軍人でも、大統領でもない。ただ影響力が大きいだけで、単なる市井の一市民だ。せいぜい、そうだな……ミスターくらいにしておいてくれよ」

「わかりました。ミスター・タイラー」

「それでいいよ、カトリ中将」

「はい」

　と、ハロルド・カトリ予備役中将は満足そうに微笑んで頷いた。

「ところで、どうかね？　僕の娘は」

「まだまだこれから、といったところでしょうね」

　忌き憚たんなく、カトリは言った。

「あなたの娘なら、あのくらいは当然でしょうね」

「そうかね」

　とタイラー。

「しかし、大物の片へん鱗りんはあります。あなたの若い頃と同じく、早くも寄生する対象は見付けておられるようですし、前途は洋々。長い目で見て差し上げましょう」

「それがいいそれがいい、ブワッハッハッ！」

　やたらと影響力だけは大きい市井の一市民ジャスティ・ウエキ・タイラーは、豪快に笑い飛ばした後、

「ところで、きみンとこ、子供まだ？」

　と、愛矯のある表情で尋ねた。

「上の子が、来年受験です」

　と、『お抱え操縦士』カトリは、控ひかえ目に答えた。

「ほったらかしで、いいのかね」

「私は、子供たちの教育には口出ししない主義でして……。クレアに任せっきりです」

「口出しする権利がないと、正直に言ったらどうだね。好きな生き方をさせてもらっている代わりに、父ふ権けんは放ほう棄きしたと」

「そ、それを言ってしまってはミもフタも……」

　冷汗をかくカトリ。

「僕は放棄しなかったぞ。どんなに忙しい時でも」

「でしたね」

「ちゃんと、キサラと一緒にお風呂にも入ったし、小さい頃はいつでも一緒にいて、学校では決して教えてくれない人生の奥義を、折おりに触ふれ授さずけてやった。手を抜いているように見えない手の抜き方、相手になめられない処世術、実力以上に自分を大きく見せる方法、その他何でもだ」

『だから、ああいう娘が育つんだな……』

　かつての美青年の端たん正せいな顔が一瞬ひきつったが、尊敬するタイラーの影響で気持ちの切り替えの早い彼は、すぐに気を取り直して、

「ではこれから、パーティ会場に向かいます！」

「そうしてくれたまえ。ブワッハッハ」

　その笑い声は、昔と少しも変わってはいなかった。

　無責任男、いまだ健在である。










　エピローグ　ヤマモト家の苦悩




　海兵隊大佐ミッキー・クライバーンが自ら決死隊を率ひきいて『熱あつ田た』内に突入を敢かん行こうしたとき、既すでにして事件はいちおうの決着を見ていた。半ばそれを承知の上で、敢あえて突入というパフォーマンスを演じてみせたのは、クライバーン大佐の人並外れた自己顕示欲のなせる業わざである。彼は３Ｄテレビネット局各社の報道カメラ──と、より正確にはその向こう側で固かた唾ずを吞んで注目している数十億の視線──が自分の一挙手一投足に注目していることを充分承知の上で、最大限の演出効果を見せつけるために行動を起こしたのだ。

　その結果が、ヤマモト家にとって、とてつもない悲劇を生んだ。

　決死隊によって『救出』された士官学校の女生徒たちに混じり、スカートを穿はいたシゲチヨ・ヤマモトの姿は、しっかりと全宇宙に中継されてしまったからだ。

　その、我が子の姿を見たとき、マコト・ヤマモト元帥は絶句した。その瞬間、彼がどんな表情をしたかは、この物語の熱心な読者諸姉諸兄には説明を要すまい。文字通り、彼の表情は凍り付いたのである。

『驚きました！』

　と、カメラの前で決死隊とともに突入した『突撃』レポーターが、大おお仰ぎように叫ぶ。

『人質を解放した英雄は、最大の功労者は、一人の女装した少年でした!!』

　お節せつ介かいにも『女装』というところに思いっ切り力を込めて、彼は叫ぶ。

『そして、その英雄こそ誰あろう、先の惑星連合宇宙軍最高司令長官であった、あのマコト・ヤマモト元帥の御おん曹ぞう子し、シゲチヨ・ヤマモトくんであったのです!!　聞けば幼年学校の生徒とか……。しかし、あのヤマモト元帥の息子に、こんな趣味があったとは。驚きです!!　カメラさん、見えますでしょうか。もう一度お茶の間の皆様に、シゲチヨくんの艶あで姿、しっかり中継してください！』

　呆ぼう然ぜんとして立ち尽くすシゲチヨの姿は、しっかりと中継され、あろうことか翌日の立体ホログラフ新聞のトップまで飾ったのである。

「うおおおおおお!!」

　その瞬間、頭を抱えてヤマモト元帥は絶叫した。

「人類の宇宙進出以来、十数代をかけてコツコツと築き上げてきた、や、ヤマモト家の面目がァーっ!!」

　合掌。

　結局、ジャスティ・ウエキ・タイラーをも交まじえた十数年ぶりの『同窓会』にも、ヤマモト元帥は出席できなかった。これまた十何年かぶりで、神しん経けい洗せん浄じようドックのお世話になったのである。

「当分、面会謝絶だ」

　とは、彼の主治医でもあるヒデザブロー・キタグチ軍医総監のコメントである。

「彼はあの一瞬で、『向こう側』の世界に逝いってしまった。リハビリをするにしても、精神的再建リストラには時間がかかろう。焦あせらず、ゆっくり治すしかない」

　そう言って、テレビカメラの前でさも美う味まそうにコップ酒をあおると、サングラスにも似た義眼を光らせて、ニヤッと満面の笑みを漏もらした。

「宇宙の未来に乾杯！」




「士官学校教職員会議の決定を申し渡します」

　と、キョンファ・キム大佐は、俎まないたの鯉こいよろしく教官室の椅い子すに腰掛け、珍しくも緊張しているキサラに向かい、言った。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー候補生……」

「はい」

　しおらしく、頷うなずくキサラ。

「あなたの士官学校籍を、一年間保留、剝はく奪だつします」

「え、なんで!?」

　目を剝むくキサラ。

「自分の胸に手を当てて、ようく考えなさい」

　厳格な教官の表情に戻り、キム校長は言った。

「誓って──」

　と胸を張り、抗弁するキサラ。

「疚やましいところはありません！　それどころか勲くん章しようものだと、自分は思っています!!」

　処置なしという顔で、キム大佐は首を振った。結局この唯ゆい我が独どく尊そん的な性格は、特別な方法でしか治らないであろう。会議の決定要項も、実はそこにあった。

「あなたの軽率な行動が、何人の教官や士官候補生を危険に晒さらしたと思っているのですか？」

「しかし、言わせてもらえば結果として、ああいう円満な解決を見たではありませんか」

　とキサラ。恐るべき結果論娘である。

「それに、自分以外の候補生がどうなろうと──」

「キサラ！」

　と、キムは、校長ではなく人間として、彼女を叱しかりつけたのであった。

「士官学校職員会議はあなたに一年間の、惑星ルクサー行きを命じます!!」

「ルクサー!?」

　キサラは露骨に表情をしかめた。

「ルクサーって、あの山ばっかりの、空気が綺き麗れいなだけが取り柄の、何もない辺境惑星でしょう？」

「そうです」

「つまんないなあ……」

「これは決定事項です」

　とキムは厳格に申し渡した。

「その通り、ルクサーは敢えて自然開発をせず、環境を手付かずのままに残してある特殊保護惑星です。人間の精神を高めるための『聖域サンクチユアリ』としてね」

「行きたくないなあ……」

「行くのです」

　とキム。
















「そこであなたは一年間、性格矯きよう正せいのための奉仕活動に従じゆう事じするのです。それがあなたにとってもよいことだと、私は信じていますよ」

「信じらんな～い!!」

　顔をしかめるキサラ。

「キム校長なんか、大嫌い！　今までママの友だちだと思ってきたけど、これでもう絶交よ!!」

「いいでしょう」

　と、生徒に絶交された校長は、微笑んで言った。

「さあ、ルクサー行きの宇宙船の出発は明日です。すぐに戻って、準備を整えなさい！」

　キサラが何か言いたそうに消えると、代わって次の『被ひ告こく』が教官室に現れた。幼年学校の詰つめ襟えりの制服も凜り々りしい、シゲチヨ・ヤマモトである。

「やはり──」

　と、キム校長は微笑んで言った。

「そちらの制服の方が、格段に似合いますよ」

「そうあって欲しいです」

　とシゲチヨは言った。

「それで、あなたはどうしますか？」

　と、キムは尋ねた。

「あなたはまだ、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はあります。もっと軽い罰で、済むのですよ。それでも、キサラと一緒のルクサー行きを希望しますか？」

「無論です」

　と、躊ちゆう躇ちよせずシゲチヨは頷いて言った。

「僕はどこまでも、キサラと一緒です」

「わかりませんね」

　とキムは首を傾かしげた。

「あなたの器量と才覚があれば、人生は成功を約束されたも同然でしょう。それに、疫病神のキサラとも、手を切る絶好のチャンスなのですよ」

「わかっています」

「なら、どうして？」

「キサラのためなんです」

　とシゲチヨは言った。

「そして、僕自身のためでもあるんです、校長」

「あなた自身のため？」

「はい。キサラには、僕がついていないと駄目なんです。僕が、側そばにいないと……」

「わかりました」

　キム大佐は微笑んで、書類に決定の判を捺おした。

「ビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー候補生、並びにシゲチヨ・ヤマモト候補生の、一年間の惑星ルクサー行き、決定です」

「よかった……」

　と、むしろ清すが々すがしい表情で、シゲチヨは言った。

「ありがとうございます。あなたのその御配慮に、感謝します。キム大佐殿……」

　惑星ルクサーは、銀河系を離れること十四万八千光年の彼方、Ｍ７７９星雲の中に位置する。彼の地で二人を待つものは、何か？

　それはまだ、誰にもわからない。










　あとがき




　お待たせ致しました！

　公約通り吉岡平による『宇宙一の無責任男』シリーズの正統たる続編を、ここにお届け致いたします。

　ああ、もうこれで『あとがき』としての使命は果たした（笑）。

　物語はジャスティ・ウエキ・タイラーが颱たい宙ちゆうジェーンによる未み曾ぞ有うの危機から銀河を救ってから十五年後、その一粒種キサラと、颱宙の最中に生まれたあのヤマモトくんの息子シゲチヨとの、涙あり（笑）ありの物語です（わかりましたね。納得したらさっさとレジに持って行きましょうね。『あとがき』から読んでるそこのキミ）。本シリーズでは大統領を辞やめたタイラーはほんの脇役であり、メインの主役はあくまでも、ネクストジェネレーションの若い二人です。だから『無責任キッズ』。そして、あの前シリーズの人気者たちも、それぞれに（十五歳ずつ年を取って）渋しぶい脇役として登場します。まことに、作者にとっても読者の皆様にとりましても『美お味いしい』シリーズと申せましょう。

　物語は、キサラとシゲチヨの、成長物語という体てい裁さいを取りながら、次から次へと、あの懐なつかしい『顔役』たちが登場します。今回顔見せ程度にしか登場しなかったアザリンも、二巻以降ではちょくちょく登場する予定ですし、今回出て来なかった『彼』も、次巻では登場するはずです。何より、ほんのちょっとだけネタばらしすれば、二巻の冒頭は、懐かしいタイラーファミリーによる『同窓会』のシーンから幕を開けます……とこう書いとけば、俺の生活も、もうしばらくは安あん泰たいだろう。

　それにしても、シゲチヨくんは、本当にいじめ甲が斐いのあるキャラです（笑）。本来はもうちょっとキリッとさせるはずだったのですが、さすが血は争えない（笑）もので、父親同様、親子二代に渡ってタイラー家の毒牙にかかってしまいました。運の悪さも、女難の相も父親護ゆずり（笑）。彼の苦労はまだまだ続くはずですが、それだけの見返りもちゃんと予定されております（もっとも、物語の面白さを追及するためには、予定を変更して彼に泣いてもらうことになるかも知れませんが・笑）。いずれにせよ、彼のアンラッキーな人生が、この物語の大きな『ウリ』になることだけは確かでしょうから、何なに卒とぞ宜よろしく、応援の程を──。

　一方のキサラに対しては、現時点では『可愛かわいくない！』という非難が集中するかも知れません。しかし、もちろんそれも計算ずくで書いているのでありまして、この物語の大きなテーマは、キサラの心の成長なのです。二巻以降では少しは丸くなっていくでしょう。といっても、今回ラストの懲ちよう罰ばつくらいで、たやすく性格矯正されるようなタマじゃないんだな、これが……。しかし、あのタイラーの二代目として、父親を超える物語のヒロインとしては、これくらいのパワーがなければ到底務まるはずもない。このくらい破は天てん荒こうでなければ偉大な先代は超えられない。そのあたりの事情を考慮して、どうか長い目で見てやってくださいな。少なくとも、部分的にはタイラー以上の主人公になれる素質は持っていると、もう一人の父親は自負しているのですが……。




　さて、この『無責任キッズ』と平行して、『宇宙一の無責任男』シリーズの外伝も書いていかねばならないと思っています。その方がそれぞれの物語を、倍楽しめるだろうと思っているからです。だいたい『キッズ』三冊に対して『外伝』一、二冊くらいのペースになるでしょうか。いつの話だと言われそうですが、あと十年はこの物語で生活させていただく肚ですので、社会人になられても、家庭を持たれても、宜しくお付き合いの程を──『タイラー』セットをあなたの嫁入り道具に加えてくださると、作者としてはこの上もなく嬉しいんですがねえ……。




　何やらアニメの『タイラー』も再び動き始める気配……。まあ当分、原作がアニメに追い付かれるという心配もないと思います（というか、全然最初から別のところを目指しているような気もしますが……）。

　また暫く、お付き合いください。





宇宙暦元年　霜月
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